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論説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
中
世
の
領
事
制
度
は
、
色
々
な
困
難
な
問
題
を
含
む
。
そ
の
な
か
で
、
ま
つ
こ
こ
で
は
、
特
に
論
争
の
多
い
二
つ
の
問
題
を
選
ぶ
。
そ

れ
は
、
領
事
の
名
称
ど
選
任
の
問
題
で
あ
る
。
前
者
は
、
中
世
に
お
い
て
、
領
事
が
最
初
か
ら
o
o
野
馳
と
よ
ば
れ
た
の
で
は
な
く
、
色

々
な
名
称
で
よ
ば
れ
た
こ
と
、
及
び
o
o
ロ
ω
巳
と
い
う
名
称
も
領
事
に
特
有
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
ご
と
で
あ
る
。
後
者
は
、
派
遣
領
事

8
旨
。
。
巳
①
の
冒
凱
の
ω
一
と
被
選
挙
領
事
0
8
の
巳
①
。
。
Φ
一
①
o
け
一
、
つ
ま
り
本
国
の
都
市
が
派
遣
し
た
領
事
と
植
民
地
の
商
人
が
か
れ
ら
の
間
か
ら

自
主
的
に
選
挙
し
た
領
事
と
の
関
係
の
問
題
で
あ
る
。
そ
の
い
つ
れ
が
領
事
制
度
と
し
て
先
に
成
立
し
た
か
、
乏
い
う
と
と
で
あ
る
。

　
こ
の
ご
つ
の
問
題
は
、
共
に
領
事
制
度
の
起
源
の
問
題
と
関
係
す
る
。
そ
の
意
味
で
い
ず
れ
も
、
領
事
制
度
を
歴
史
的
に
考
察
す
る
か

ぎ
り
、
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
二
つ
を
特
に
と
り
あ
げ
た
の
も
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。

　
だ
か
ら
結
局
、
つ
ぎ
に
は
、
領
事
制
度
の
起
源
の
問
題
を
、
そ
の
二
つ
の
点
を
中
心
に
考
察
す
る
こ
と
に
な
る
。

二
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論説

　
　
　
　
　
　
　
　
〆

　
中
世
の
領
事
制
度
ぱ
、
現
在
の
領
事
制
度
の
前
身
で
あ
る
。
と
共
に
、
そ
れ
は
ま
た
今
日
の
制
度
の
起
源
で
も
あ
る
、
と
認
め
る
こ
と

が
正
当
と
お
も
わ
れ
る
。
た
し
か
に
、
領
事
制
度
の
歴
史
的
発
展
の
過
程
を
、
中
世
の
十
字
軍
の
時
代
以
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
論
証
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

こ
と
は
、
不
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　．

｡
日
の
領
事
制
度
の
真
実
の
起
源
と
認
め
ら
れ
う
る
制
度
は
、
十
字
軍
の
運
動
と
関
連
し
て
設
げ
ち
れ
た
。
そ
れ
は
、
つ
ぎ
の
事
情
に

よ
る
。

　
即
ち
、
、
十
字
軍
の
際
に
イ
タ
リ
ア
の
商
業
都
市
、
ゼ
ノ
ア
、
ピ
サ
、
ヴ
ェ
ネ
デ
ィ
ァ
が
か
れ
ら
の
有
す
る
船
舶
を
も
つ
て
＋
字
軍
を
援

助
し
た
。
そ
の
代
償
と
し
て
、
十
字
軍
に
参
加
し
た
キ
リ
ス
ト
教
法
の
君
主
た
ち
は
、
シ
リ
プ
を
征
服
し
て
そ
こ
に
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
を

難
下
し
た
と
き
に
、
か
れ
ら
が
征
服
し
た
都
市
の
一
部
を
通
商
活
動
の
拠
点
と
し
て
そ
れ
ら
の
商
業
都
市
に
与
野
、
こ
の
区
域
の
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

で
、
そ
れ
ら
の
都
市
が
当
時
よ
う
や
く
獲
得
し
た
自
由
と
自
治
の
権
利
を
認
め
た
。

　
か
く
し
て
設
け
ら
れ
た
商
業
植
民
地
又
は
居
留
地
は
、
つ
ぎ
の
や
う
な
構
造
で
あ
っ
た
。
．
即
ち
、
そ
こ
に
は
、
一
般
に
旨
ひ
q
9
又
は

く
8
岱
ω
と
よ
ば
れ
る
建
物
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
行
政
官
庁
や
裁
判
所
に
使
用
さ
れ
る
と
共
に
、
商
館
と
し
て
も
役
立
て
ら
れ
た
。
小
さ

い
植
民
地
で
は
一
つ
の
建
物
に
役
所
と
商
館
と
が
含
ま
れ
た
が
、
普
通
は
、
役
所
と
商
館
と
は
別
々
の
建
物
が
あ
て
ら
れ
た
。
テ
ィ
ル
ス

や
ア
ッ
コ
ン
の
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
ア
の
植
民
地
な
ど
は
そ
う
で
あ
っ
た
。
商
館
は
ま
た
h
信
昌
象
。
ロ
ヨ
鳩
h
償
⇔
臼
。
蒼
B
導
ヨ
曽
ひ
q
昌
鄭
B
b
巴
暮
ご
已

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
　
　

h
8
賦
鼠
な
ど
と
も
よ
ば
れ
、
本
国
の
都
市
か
ら
来
た
商
人
た
ち
の
た
め
に
、
宿
舎
、
倉
庫
、
商
店
な
ど
の
用
に
供
さ
れ
た
。

　
か
か
る
植
民
地
は
、
本
国
の
商
業
都
．
市
が
任
命
し
た
く
ご
0
8
＄
と
よ
ば
れ
る
役
人
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
た
。
層
そ
の
ノ
、
8
0
目
8
は
ま

た
、
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
の
封
建
的
な
裁
判
所
か
ら
は
独
山
払
の
・
そ
の
植
民
地
に
固
有
な
裁
判
所
。
巨
鋤
の
裁
判
官
で
も
あ
急
・
が
・
こ

め
、
植
民
地
の
長
官
で
あ
り
、
か
つ
商
館
旨
渇
岳
。
信
ヨ
の
主
人
で
あ
っ
て
、
し
か
も
裁
判
官
で
あ
る
蕊
o
o
ヨ
器
こ
そ
、
後
に
o
o
野
ω
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
よ
ば
れ
る
領
事
の
起
源
な
の
で
あ
る
。
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摩

〆

誰説

（
】
）
　
領
事
制
度
の
起
源
に
関
し
て
ば
色
々
な
．
設
が
主
張
さ
れ
る
。
国
際
法
の
制
度
の
な
か
で
、
そ
の
起
源
に
関
し
て
、
領
事
制
度
ぐ
ら
い
異
説
が
唱
え

　
　
ら
わ
る
例
は
・
他
に
数
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
十
字
軍
の
時
代
以
前
に
そ
の
起
源
が
あ
、
る
と
す
る
説
．
も
多
い
。
そ
れ
ら
の
説
に
つ
い
て
は
、
疑
の
機
会

　
　
に
論
じ
た
い
と
お
も
う
。
．
が
轟
こ
こ
に
主
要
な
も
の
を
あ
げ
れ
ば
、
つ
ぎ
の
諸
説
が
あ
る
。
e
古
代
の
エ
ヂ
プ
ト
で
、
．
ギ
リ
シ
ギ
人
が
ナ
ゥ
ク
プ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　　

E
二
碧
導
け
幕
に
讐
を
慣
て
い
た
、
と
い
う
醤
。
宣
・
・
β
竃
』
弘
、
器
け
帥
§
8
曾
・
岳
冨
・
。
・
窓
ω
・
書
・
8
暑
。

　
　
山
①
℃
忌
の
一
・
櫛
コ
岳
ρ
鼠
慕
σ
q
同
①
o
ρ
ロ
Φ
甘
の
ρ
ロ
“
，
鋤
縄
o
o
ヨ
巨
ρ
昌
。
⑳
琶
Φ
⇔
叶
目
口
℃
N
o
包
一
〇
H
o
ヨ
域
砿
。
（
一
。
◎
8
）
り
男
。
〈
自
。
急
・
ぼ
ω
8
貯
㊥
島
噂
δ
日
p
o
菖
ρ
＝
①
鳩

　
　
一
。
。
㊤
P
℃
●
α
こ
。
α
・
。
　
⇔
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
　
℃
吋
。
図
①
昌
冨
　
の
制
度
が
領
事
の
起
源
で
あ
る
、
と
い
5
設
〔
勺
碧
ユ
⑦
ω
。
・
ロ
o
o
”
臼
●
嵐
ξ
O
o
目
o
o
怠
○
β
Ω
①

　
　
一
9
ω
　
蝕
9
同
凶
鉱
】
B
⑦
の
　
鋤
白
け
か
目
一
①
口
N
o
3
　
位
自
9
刷
く
頃
①
　
ω
富
O
一
〇
．
　
臼
・
押
　
一
Q
◎
b
o
Q
◎
噌
℃
●
㎝
b
σ
咽
・
彊
ぴ
目
減
℃
ω
O
昌
噂
　
O
O
一
〇
5
青
票
℃
↓
ゲ
O
一
昌
什
O
民
昌
p
Ω
寓
O
旨
鋤
一
　
い
帥
薯

一
　
簿
ロ
α
O
葺
ω
け
O
旨
。
剛
・
・
訪
昌
O
囲
O
ロ
け
．
O
叶
O
O
o
の
餌
昌
負
菊
○
ヨ
Φ
℃
一
の
一
ご
く
・
卸
O
●
虞
㊤
．
o
　
⇔
中
世
の
初
期
の
ゼ
①
図
≦
冨
一
α
q
O
け
げ
O
域
色
β
に
あ
る

　
　
件
。
一
〇
昌
二
塁
一
を
領
事
の
・
起
源
と
す
る
読
U
o
鼠
旨
Φ
♪
噸
9
ヨ
o
u
。
・
昂
ず
①
一
角
舘
貯
け
①
。
。
o
h
什
冨
b
9
≦
o
、
Z
g
o
欧
。
昌
の
．
一
〇
。
。
。
q
。
Ψ
＜
．
圏
．
℃
．
b
。
㊤
b
。
…

　
　
G
。
●
。
　
㈲
九
世
紀
、
唐
の
時
代
に
、
ア
ラ
ビ
ヤ
人
が
広
東
に
．
領
事
を
設
け
た
、
と
い
う
説
O
偉
。
唱
O
o
冒
ρ
］
≦
●
い
0
8
諺
け
。
蜜
8
げ
巴
田
目
σ
q
巴
P

　
　
冒
。
ω
o
o
昌
ω
¢
一
鋤
富
9
一
〇
匂
。
ぴ
p
目
9
σ
q
o
ω
α
Φ
　
一
①
H
軌
℃
億
ぴ
嵩
ρ
＝
Φ
島
。
　
く
①
口
辺
ρ
　
男
O
＜
煽
①
創
。
山
見
O
害
　
一
昌
騰
Φ
同
製
笹
江
。
旨
9
0
一
　
〇
け
創
。
　
獄
σ
q
δ
冨
嵩
。
昌

，
8
星
学
ρ
図
図
同
ピ
墓
ご
℃
」
①
け
。
即
ち
、
「
蕃
芒
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
制
度
に
関
し
て
は
、
両
・
・
§
3
q
§
噂
冒
。
蜜
。

　
　
o
骨
ざ
脅
。
諦
ぼ
け
。
吐
昌
碧
岡
。
口
口
ご
一
⑩
。
。
ご
や
●
♪
①
1
『
劇
中
田
薫
「
唐
代
法
に
於
け
る
外
国
人
の
地
位
」
　
（
寛
教
授
還
暦
祝
賀
論
丈
集
）
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
㈹
八
O
O
年
頃
、
皇
帝
O
ザ
p
o
匡
①
ヨ
9
0
⑪
q
ご
①
が
、
　
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
に
サ
ラ
．
セ
ン
人
の
間
に
認
め
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
国
の
最
初
の
領
事
を
派
遣
し

　
　
た
、
と
い
う
説
」
国
碧
言
ぽ
ロ
葭
ρ
冒
．
b
d
二
毎
ω
8
貯
。
自
8
。
注
α
q
冨
①
9
α
。
ω
鷲
。
σ
q
3
ω
雲
α
8
爵
二
9
。
辟
凶
O
霧
曾
費
鼻
旨
①
目
三
E
。

　
　
臥
齢
。
壇
口
ρ
鉱
。
昌
9
0
δ
”
伽
①
⊆
×
脇
8
0
献
鰹
茸
。
昌
●
一
。
。
①
㊤
℃
℃
・
㊤
の
●
な
ど
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
ギ
リ
シ
ャ
の
娼
同
。
図
。
零
丁
を
領
事
の
起
源
と
主
張
す
る

　
　
　
説
は
有
力
で
あ
る
。
こ
の
制
度
に
関
し
「
て
は
、
小
論
丈
で
は
あ
．
る
が
優
れ
た
研
究
で
あ
る
6
冨
ω
o
f
O
ゲ
ニ
d
o
ω
冒
。
嵐
巳
。
ω
讐
①
o
ρ
¢
①
ω
暮

　
　
山
。
】
o
霞
騨
昌
鎗
。
讐
。
碧
①
o
一
〇
q
o
凶
ロ
。
。
菖
ε
瓢
。
ロ
の
o
o
昌
融
雪
日
露
。
ω
旨
。
自
。
『
昌
①
。
。
”
一
。
。
①
G
。
参
照
。

（
二
）
　
国
①
団
山
”
類
嵩
ゲ
巴
言
噂
．
O
o
ω
o
ず
皆
ゲ
け
①
α
o
Q
。
冒
帖
ぐ
①
山
け
①
び
9
0
ロ
昏
巴
の
一
目
嵐
騨
辞
9
帥
含
。
賊
”
一
。
◎
刈
㊤
u
．
b
d
自
・
卸
ω
●
一
α
O
●
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論説
、

（
三
）
　
頃
①
団
山
”
鋤
・
餌
・
O
．
b
d
伽
●
担
ω
．
蕊
刈
一
。
◎
●

（
四
）
　
＝
①
団
α
”
9
’
鋤
：
○
●
ヒ
d
幽
・
押
ω
・
ミ
α
一
の
・

（
五
）
　
ω
毘
δ
9
0
0
0
貝
σ
q
Φ
コ
・
噛
ピ
、
貯
の
江
ε
鉱
。
昌
島
①
の
o
o
冨
ω
コ
一
己
。
箭
℃
。
α
σ
昌
。
鼠
σ
q
冨
ρ
。
唾
。
昌
α
混
く
鉱
o
O
℃
o
ヨ
①
馨
効
自
葺
。
鴫
Φ
響
応
α
Q
①
o
ず
g
】
Φ
m
隻
需
②
〇
三
。
。

　
速
自
鳳
①
9
一
◎
。
⑩
c
。
”
噂
・
お
l
G
。
闘
ヒ
d
o
易
ρ
賃
。
計
0
8
冠
α
q
①
。
り
》
U
o
。
。
鋤
σ
q
①
算
。
。
虫
覧
。
き
言
置
ロ
＄
9
0
0
巳
邑
蝕
器
ρ
一
。
。
。
。
。
。
”
℃
●
ま
◎
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
く
ざ
o
B
8
が
領
事
の
起
源
と
認
め
ら
れ
う
る
理
嵐
は
、
第
一
に
制
度
の
内
容
か
ら
み
て
、
こ
の
植
民
地
の
長
官
の
制
度
と
そ
れ
が
統
治

す
る
植
民
地
の
構
造
と
が
、
後
に
地
中
海
を
中
心
に
各
地
に
設
け
ら
れ
、
中
世
の
領
事
制
度
と
認
め
る
こ
と
に
何
人
も
異
論
の
な
塾
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

と
同
一
で
あ
る
こ
と
に
存
す
る
。

　
．
が
、
第
二
に
名
称
に
つ
い
て
も
、
　
〈
δ
働
鑓
笛
が
後
に
o
o
賢
ω
巳
と
改
め
ら
れ
た
こ
と
が
、
歴
史
的
に
は
つ
き
り
と
証
明
さ
れ
う
る
か

ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
つ
ぎ
の
事
情
に
よ
る
。
が
、
そ
の
場
合
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
ア
だ
け
は
、
重
要
な
地
位
の
も
の
に
つ
い
．
て
は
び
節
一
鼠
と
い

・
う
名
称
を
探
用
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ニ
　

　
即
ち
、
・
イ
タ
ゾ
プ
の
商
業
諸
都
市
ば
、
こ
れ
ま
で
く
δ
o
ヨ
け
①
に
統
治
せ
し
め
て
い
た
シ
リ
ア
に
散
在
す
る
植
民
地
の
行
政
を
整
理
し

て
一
層
広
い
権
限
の
役
人
の
下
に
統
轄
せ
し
め
る
こ
と
を
必
要
と
し
た
。
．
そ
の
た
め
に
、
ヴ
ェ
・
ネ
テ
ィ
ア
は
十
二
世
紀
の
終
り
に
、
從
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

・
め
く
ご
。
ヨ
＄
の
名
称
に
代
っ
て
・
び
巴
す
び
凶
目
9
び
巴
瞬
P
び
a
巳
信
ω
と
い
う
名
称
の
役
人
を
お
い
た
。
そ
れ
は
、
　
び
¢
。
置
冨
ω
（
ω
Φ
5

H
①
0
8
H
）
ω
団
鼠
§
。
①
又
は
び
鋤
冒
ぼ
ω
＜
①
昌
Φ
8
械
偉
要
図
の
嘱
臣
鋤
、
あ
る
い
は
び
乱
費
鐸
ω
貯
8
＄
ω
団
目
慾
①
の
β
づ
①
浮
く
①
姿
①
8
ω
ど
か

び
a
三
ζ
匂
n
＜
①
口
①
8
吋
ε
β
貯
諺
O
O
O
炉
貯
弓
塗
下
O
①
け
曽
け
O
け
節
ω
属
島
9
と
よ
ぼ
れ
た
。
が
、
こ
れ
が
ヴ
ェ
ネ
デ
ィ
ア
の
O
①
旨
Φ
吋
巴
－
切
鋤
昌
O

で
あ
る
ゆ
尤
も
、
こ
れ
と
同
時
に
従
来
の
三
〇
〇
B
審
の
地
位
ど
名
称
と
が
全
く
廃
止
さ
れ
た
の
で
ば
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
こ
れ
ま
で
通
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り
く
δ
o
B
δ
①
と
よ
ば
れ
る
か
、
又
は
新
た
に
o
o
U
ω
巳
と
か
、
或
い
は
そ
の
な
か
の
重
要
な
も
の
は
び
巴
δ
と
も
よ
ば
れ
て
存
続
し
、

右
の
。
・
三
三
き
に
従
属
せ
し
め
ら
粥
た
。
同
様
の
従
属
関
係
は
、
そ
の
φ
①
口
①
目
雪
田
9
号
と
ベ
イ
ル
■
ト
の
。
。
昌
ω
自
郊
、
後

に
げ
巴
冨
と
い
う
名
称
で
よ
ば
れ
た
ト
リ
ポ
リ
の
o
o
昌
ω
三
や
、
ア
ン
チ
ィ
オ
キ
ヤ
の
ノ
、
8
0
旨
8
と
の
間
に
も
認
め
ら
れ
た
。
同
じ
事

情
に
も
と
づ
い
て
、
ゼ
ノ
ア
も
ま
た
そ
の
頃
、
　
o
O
け
ω
三
①
ω
同
⇔
⇔
信
①
⇒
ω
冒
B
・
旧
慣
Q
り
団
は
節
と
か
．
o
o
づ
ω
乱
①
ω
9
証
。
①
o
o
B
律
。
ω
H
鋤
⇔
β
①
づ
叩

内
旨
冨
ω
寮
冨
と
い
う
名
称
の
役
人
を
ア
ッ
コ
ン
に
任
命
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
管
轄
の
下
に
、
こ
れ
ま
で
の
ア
ッ
コ
ン
と
テ
ィ
ル
ス

．
と
ベ
イ
ル
ー
ト
と
の
役
人
を
従
属
せ
し
め
た
。
が
、
そ
れ
ら
も
ま
た
o
o
口
ω
巳
①
ω
と
か
く
8
①
o
o
B
詳
①
ω
と
か
0
8
ω
巳
①
ω
・
簿
≦
o
①
o
o
旨
，

客
①
、
o
と
渠
ぼ
れ
た
。
ピ
サ
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
ピ
サ
も
同
じ
頃
ア
ッ
コ
ン
に
0
8
ω
三
〇
〇
筥
ヨ
ニ
且
ω
国
ω
9
つ
。
ε
ヨ

》
o
o
8
9
8
け
冒
ω
ω
団
二
器
を
任
命
し
た
。
が
、
そ
の
管
轄
範
囲
は
、
、
ト
リ
ポ
リ
絶
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
に
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。
　
こ
の

o
o
昌
ω
三
の
外
に
、
ピ
」
サ
は
ト
リ
ポ
リ
や
ア
ン
テ
ィ
ォ
キ
ァ
に
く
ざ
①
o
o
B
Φ
ω
を
お
い
で
．
い
た
。
そ
れ
ら
は
ま
た
、
と
き
に
は
o
o
口
ω
戸
二
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　

　
い
う
名
称
で
も
よ
ば
れ
た
。

　
　
こ
の
ポ
う
に
、
　
く
一
8
9
叶
①
と
い
ふ
名
称
は
、
十
二
世
紀
の
終
か
頃
か
ら
次
第
に
、
び
巴
δ
や
8
づ
の
三
と
い
う
他
の
名
称
に
改
め
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
看
）

、
れ
た
。
が
、
過
渡
的
な
時
期
に
は
、
o
O
u
ω
戸
沢
暮
≦
o
o
導
8
と
、
二
つ
の
名
称
が
併
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
　
そ
し
て
、
大
体
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

’
い
て
十
三
世
紀
の
初
め
に
は
、
ご
く
僅
か
．
の
例
外
を
除
い
て
「
8
”
ω
三
と
い
う
名
称
が
広
く
探
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

説論

（
｝
）
　
こ
の
点
を
一
層
明
か
に
す
る
た
め
に
は
、
中
世
の
領
事
制
度
の
実
情
、
そ
の
制
度
の
艶
容
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
が
、
そ
わ

　
　
に
つ
い
て
は
、
　
「
中
世
の
領
事
制
度
㍉
領
事
の
職
務
と
権
限
」
と
し
て
別
の
機
会
に
譲
る
。
％
か
し
要
ナ
る
に
、
中
世
の
領
事
は
す
べ
で
、
の
植
民

　
亡
命
は
居
留
地
の
長
官
で
懸
り
、
ω
商
館
h
¢
銅
山
問
σ
匹
巨
の
主
人
で
あ
り
、
　
国
か
つ
常
に
裁
判
官
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
中
世
の
領
事
制
度
の
特

　
　
色
で
あ
る
。
が
、
ゑ
o
o
ぎ
什
①
の
制
度
も
こ
わ
と
同
一
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
そ
れ
が
後
の
領
事
の
葺
合
と
多
少
異
な
る
点
は
、
つ
ぎ
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
即
ち
、
後
者
の
揚
合
に
は
、
植
民
地
に
居
職
す
る
人
は
領
事
を
任
命
し
た
都
市
の
市
民
に
限
ら
れ
て
い
た
。
が
、
　
〈
8
0
ヨ
け
Φ
の
支
配
す
る
植
民
地
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説
．
　
の
奨
ね
に
は
、
塗
し
も
そ
－
で
は
な
か
っ
た
一
で
あ
る
。
置
。
団
9
鉾
勲
ρ
切
ユ
．
ド
ω
＝
①
㊤
．
参
照
。
　
　
　
　
銅

　
　
　
（
心
　
踊
こ
）
　
ゼ
ノ
ア
や
ピ
サ
獄
最
初
か
ら
く
一
〇
〇
月
什
。
　
の
名
称
を
用
い
た
。
　
が
、
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
異
説
が
あ
る
。
　
し
か
し
、
や
は
り
最
初
は
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ω
．

論　　

@　

@
く
一
。
。
目
け
。
の
名
称
を
用
い
た
嘉
も
貌
る
。
口
。
旨
・
・
ρ
斜
ρ
b
，
量
ψ
ミ
エ
・
参
照
。
ヴ
ェ
ネ
ー
ア
ィ
ア
の
揚
合
に
、
そ
の
．
、
が
澗
題
ゆ

　
　
　
　
　
に
な
る
の
は
、
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
ア
が
げ
巴
冨
　
の
名
称
を
好
ん
で
用
い
た
た
め
で
あ
る
。
　
O
鋤
喝
℃
①
＝
P
8
．
。
凶
け
こ
℃
・
旨
㊤
は
、
］
≦
霞
ぎ
・
b
こ
　
2
1

　
　
　
　
　
㊥
8
声
言
O
写
留
亀
O
℃
O
躍
鉱
O
”
α
母
0
9
ヨ
］
B
①
目
。
δ
画
溶
く
O
ロ
①
恩
昌
昌
漕
ミ
◎
。
㊤
り
．
＜
O
ピ
目
ぐ
を
根
拠
と
し
て
、
．
一
一
一
七
年
に
↓
げ
O
O
℃
げ
出
Φ

　
　
　
　
　
N
Φ
⇒
o
が
b
σ
剛
三
9
の
王
と
条
約
を
締
結
し
て
ぴ
Q
皆
。
の
称
号
を
え
た
、
と
の
べ
て
い
る
、
。
そ
れ
が
事
実
と
す
れ
ば
、
そ
の
頃
既
に
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
の
，
ぴ
四
自
O
が
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
一
一
一
七
年
の
ヴ
戸
戸
O
弓
ず
①
O
b
げ
＝
O
N
⑦
旨
O
ば
、
］
≦
9
冠
o
O
扇
O
ω
o
p
◎
艮
P
♂
一
）
9
一
帥
δ
＃
①
厭
9
㌣

　
　
　
　
　
自
同
9
＜
Φ
昌
。
謡
9
け
餌
・
同
心
．
卜
。
》
唱
●
b
。
㎝
の
主
張
に
よ
つ
で
一
般
に
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
ど
、
そ
し
て
、
そ
れ
に
は
一
〇
〇
年
の
誤

　
　
　
　
　
り
が
あ
り
、
実
は
一
一
二
七
年
・
の
弓
び
⑦
o
℃
即
智
ω
O
o
p
o
び
9
』
巳
億
ω
一
昌
の
図
鼠
曽
、
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
、
¢
①
母
鳥
に
よ
っ
て
一
八
六
〇
年
に
証
明

　
　
　
　
　
さ
れ
た
。
そ
し
て
缶
。
冠
に
よ
れ
ば
、
丈
献
上
で
最
初
に
み
ら
れ
る
名
称
は
、
二
八
三
年
忌
．
脳
§
幕
。
邑
。
・
冨
三
。
。
8
越
。
三
・

　
　
　
　
　
》
o
び
。
⇔
で
あ
る
缶
Φ
団
創
”
鋤
●
鋤
●
O
●
ヒ
ご
α
・
お
ω
．
ミ
α
．

　
　
　
（
三
）
　
ぴ
巴
一
〇
と
い
う
名
称
は
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
ァ
だ
．
け
が
用
い
た
。
が
、
○
っ
鎮
δ
ω
に
よ
れ
ば
、
ヴ
エ
ネ
テ
ィ
ア
が
シ
リ
ア
に
こ
の
び
鉱
富
を
任
命
し
た
の

　
　
　
　
　
は
、
一
一
九
二
年
忌
あ
る
。
‘
G
Q
鋤
目
Φ
ω
℃
o
℃
●
o
営
こ
℃
・
の
（
b
。
）
参
照
G
そ
の
外
に
、
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
ア
は
、
つ
ぎ
の
年
に
つ
ぎ
の
地
に
そ
わ
を
任
命

　
　
　
　
　
し
た
Q
即
ち
、
一
二
〇
九
年
に
ネ
グ
レ
ポ
ン
ト
に
、
一
．
二
二
九
年
に
ア
ル
プ
と
ラ
オ
デ
ィ
ヶ
ア
に
、
一
「
二
七
一
年
に
小
ア
ル
メ
ニ
ア
に
、
復
興
ギ
リ

　
　
　
　
　
　
シ
や
帝
国
の
問
に
コ
ン
ス
タ
ン
デ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
、
ご
二
σ
二
年
に
キ
プ
ロ
ス
島
に
、
一
三
二
〇
年
に
ト
レ
ビ
ゾ
ン
ト
に
ω
”
＝
o
。
。
矧
O
噂
●
o
算
こ

　
　
　
　
　
　
℃
’
①
（
b
。
）
。

　
　
　
（
L
T
）
　
寓
O
団
創
”
P
．
9
●
O
・
b
σ
傷
．
押
ω
．
●
Q
◎
⑦
㎝
－
◎
◎
．

　
　
　
（
五
）
　
ω
9
昌
。
ω
り
。
喝
●
o
搾
ご
唱
●
α
・

　
　
　
（
し
、
帽
ノ
）
　
ゼ
ノ
ア
が
、
一
二
五
三
年
に
も
小
ア
ル
メ
ニ
ア
に
ぐ
貯
O
ヨ
け
。
を
お
い
て
い
た
こ
と
な
ど
は
例
外
の
揚
馬
で
あ
る
ω
9
頃
①
9
．
o
℃
．
α
酔
ご
娼
．
α
（
一
）
・
9



の

●

ノ

論 説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
上
述
の
よ
う
に
、
〈
ざ
。
受
け
①
が
領
事
の
起
源
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
領
事
は
最
初
か
ら
0
8
ω
三
と
よ
ば
れ
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
、
乏
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
o
o
口
ω
三
と
い
う
名
称
が
領
事
に
つ
い
て
一
般
に
用
い
ら
れ
る
之
と
に
な
っ
た
の
は
、
つ
ぎ
の
事
情
に
よ
る
。
即
ち
、
申
世
に
お
い
て

は
、
そ
の
名
称
は
ま
つ
本
国
の
都
市
の
大
官
を
さ
す
称
号
と
七
て
探
用
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
十
一
世
紀
の
終
り
頃
に
、
最
初
、
イ
タ
リ
ア

の
諸
都
市
が
共
和
制
時
代
の
ロ
ー
マ
の
制
度
に
従
っ
て
、
そ
の
大
官
の
之
と
を
o
o
U
ω
三
と
よ
ん
だ
。
そ
の
後
、
南
フ
ラ
レ
ス
の
諸
都
市

も
こ
れ
に
な
ら
っ
た
。
そ
の
た
め
十
二
世
紀
の
終
り
頃
に
は
、
そ
の
風
習
が
各
地
に
拡
ま
っ
た
。
か
ぐ
し
て
、
最
初
は
都
市
の
大
官
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

も
の
ど
し
て
採
用
さ
れ
光
そ
の
名
称
が
後
に
は
、
植
民
地
の
長
官
で
あ
る
領
事
に
対
し
て
も
与
え
ら
れ
る
之
と
に
な
っ
た
の
で
あ
み
。

〈
一
〇
〇
目
け
①
が
後
に
8
μ
の
三
と
改
め
ら
れ
た
の
も
、
そ
の
た
め
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
、
二
つ
の
こ
と
が
注
意
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
一
つ
は
、
中
世
に
お
い
て
領
事
が
色
々
な
名
称
で
よ
ば
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
．
必
ず
し
も
0
8
。
ゆ
呂
と
よ
ば
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
從
っ

て
、
そ
の
時
代
に
つ
い
て
、
　
o
o
ロ
ω
巳
と
よ
ば
れ
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
あ
る
制
度
を
領
事
と
は
関
係
の
な
い
も
の
と
考
え
て
は
な

ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
他
は
、
中
世
に
お
い
て
、
o
o
昌
ω
巳
と
い
う
名
称
が
領
事
に
特
有
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
外
に
も
o
o
霧
巳
と
よ

ば
れ
る
役
人
が
存
在
し
た
。
従
っ
て
、
そ
の
時
代
に
つ
い
て
、
o
o
易
三
と
よ
ば
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
あ
る
制
度
を
直
ち
に
領
事
制
度

と
考
え
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
ご
と
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
幽
　
　
●

そ
こ
で
、
第
一
に
、
一
方
に
お
い
て
、
中
世
の
領
事
は
色
々
な
名
称
で
よ
ば
れ
た
。
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論 説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

　
既
に
の
べ
た
く
ざ
9
β
8
・
び
鉱
区
・
o
o
⇔
ω
巳
の
外
に
、
　
目
①
0
8
⊆
び
目
①
0
8
り
と
か
弓
。
伍
①
◎
o
冨
計
b
o
伍
①
露
9
ψ
な
ど
と
も
よ
ば
れ
た
。

　
話
9
①
⊆
び
H
①
0
8
賊
と
い
う
名
称
は
、
一
般
に
、
　
び
巴
宿
や
廿
。
α
①
雲
讐
に
従
属
す
る
地
位
の
領
事
に
用
い
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ

る
っ
ヴ
ェ
木
テ
ィ
ア
が
、
　
＝
一
二
九
年
に
テ
ッ
サ
リ
ア
に
目
①
0
8
H
を
お
い
て
、
ネ
グ
レ
ポ
シ
ト
の
び
巴
げ
に
従
属
せ
し
め
た
こ
と
、
ゼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ラ

ノ
ァ
が
フ
マ
グ
ス
タ
の
b
o
ユ
①
ω
け
暮
に
従
属
す
る
地
位
に
あ
る
領
事
を
キ
プ
ロ
ス
島
に
任
命
し
て
、
こ
れ
を
同
①
0
8
民
と
よ
ん
だ
こ
と
な

ど
が
そ
の
例
む
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　
づ
。
盛
①
の
け
暮
と
い
う
名
称
に
つ
い
て
は
、
特
に
説
明
を
要
す
る
。
こ
の
名
称
は
、
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
ア
の
場
合
の
び
鋤
竃
と
同
様
に
ゼ
ノ
ア

が
特
に
用
．
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ヴ
ェ
詠
テ
・
イ
ア
も
女
た
、
一
度
だ
け
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
つ
。
山
①
雲
暮
を
任
命
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ

れ
は
つ
吉
の
事
情
に
よ
る
。
即
ち
、
第
四
回
の
十
字
軍
の
際
に
、
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
ア
が
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
を
攻
撃
し
て
、
一
二
〇
四
年
の
ラ
テ

ン
帝
国
の
建
設
に
協
力
も
た
。
　
そ
の
際
に
締
結
さ
れ
た
条
約
に
よ
っ
て
、
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
ア
は
旧
。
ピ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
領
土
の
一
部
を
獲
得

し
、
－
こ
こ
に
、
強
大
な
植
民
地
国
家
と
し
て
発
展
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
が
、
こ
の
．
新
領
土
を
統
治
す
る
た
め
に
、
ヴ
ェ
ネ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ
ア
は
総
督
を
任
命
し
て
、
．
こ
れ
を
b
o
山
①
馨
暮
と
よ
ん
だ
。
即
ち
沸
　
く
①
昌
①
8
民
信
ヨ
二
士
。
露
餌
徒
飯
b
＆
Φ
ω
鼠
の
①
冒
。
。
ユ
①
ヨ
ρ
8

鰹
営
一
臼
餌
B
鉱
。
ヨ
良
匠
。
聴
と
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
ロ
ー
マ
帝
国
に
居
佳
す
る
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
ア
人
た
ち
の
b
O
α
＄
雷
管
b
o
餌
①
ω
鐙
ω
で
あ
る

と
共
に
、
そ
の
帝
国
に
あ
る
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
ァ
の
新
領
土
の
総
督
鄭
○
ヨ
ぎ
暮
。
賊
で
あ
っ
た
。
　
し
か
し
、
そ
九
ぽ
か
り
で
は
な
“
。
そ
れ
は

ま
た
、
ロ
ー
マ
皇
帝
に
対
し
て
も
馬
あ
た
か
も
常
駐
外
交
使
節
の
よ
う
に
本
国
を
代
表
す
る
資
格
を
認
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
あ
、
新

皇
帝
が
即
位
す
る
度
毎
に
、
こ
れ
た
対
し
て
従
来
の
心
胸
に
よ
つ
て
保
障
さ
れ
た
ヴ
、
ネ
．
テ
ー
ア
の
権
利
を
確
認
せ
し
め
た
。
従
つ
匹

ラ
テ
ン
帝
国
に
お
い
て
も
、
こ
の
b
o
鋤
①
繋
暮
に
対
し
て
は
、
他
の
8
岩
壁
や
び
巴
｝
①
よ
り
も
遙
か
に
高
い
奪
敬
が
払
わ
れ
、
そ
れ

は
、
あ
た
か
も
一
国
家
の
君
主
の
よ
う
な
待
遇
を
う
け
た
。
そ
し
て
ま
た
、
そ
れ
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
居
住
す
る
ヴ
ェ
，
ネ
．
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テ
ィ
ア
人
や
そ
の
港
に
入
港
す
る
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
ア
の
船
舶
は
も
と
よ
り
隔
他
の
地
方
に
居
溢
す
る
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
ア
人
に
対
し
て
も
、
最
高
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
・
の
行
政
官
で
あ
り
司
法
官
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
。

　
　
右
に
の
べ
た
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
ア
の
場
合
を
除
け
ば
、
　
b
o
α
①
暮
暮
は
す
べ
て
、
ゼ
ノ
ア
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
。
、

　　

[
ノ
ア
は
ま
つ
・
コ
ン
ス
タ
ン
テ
擁
f
プ
ル
に
b
・
婁
讐
を
任
命
髭
。
孟
は
つ
ぎ
の
事
撞
よ
る
。
即
ち
ゼ
ノ
ア
が
ヴ
ェ
ネ

　
　
テ
バ
ア
の
勢
力
を
そ
の
地
か
ら
駆
逐
す
る
た
め
に
、
一
二
六
｝
年
に
ギ
リ
シ
ャ
人
と
結
ん
で
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
を
攻
略
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
ラ
テ
ツ
帝
国
に
代
っ
て
、
】
≦
零
上
襲
巴
勺
巴
器
δ
ひ
妻
戸
あ
・
を
皇
帝
と
す
る
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
が
復
興
し
た
の
で
あ
る
。
が
、
そ
の
時
，

　
　
に
皇
帝
梶
δ
げ
⇔
9
は
、
ゼ
ノ
ア
と
の
約
束
に
従
っ
て
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
．
ノ
ー
ブ
ル
に
近
い
」
区
劃
を
商
業
植
民
地
と
し
て
こ
れ
に
与

　
　
え
、
そ
こ
に
ゼ
ノ
ア
が
廿
。
ユ
①
馨
暮
を
任
命
す
る
権
利
を
認
め
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
皇
帝
は
、
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
ア
や
ピ
サ
に
対
し
て
も
同

　
様
の
権
利
を
与
え
た
。
　
が
、
・
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
ア
が
任
命
し
た
役
人
、
は
び
巴
δ
と
よ
ば
れ
、
ピ
サ
が
任
命
し
た
役
人
は
0
8
ω
巳
と
よ
ば
れ

　
　
（
七
）
、

　
　
た
。

　
　
　
ゼ
ノ
ア
が
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
任
命
し
た
℃
o
山
①
ω
富
け
は
、
　
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
近
ぐ
の
べ
ヲ
男
①
H
9
に
定
め

　
ら
れ
た
ゼ
ノ
ア
の
商
業
植
民
地
に
派
遣
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
が
、
そ
れ
は
、
前
述
の
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
ア
の
局
。
α
①
雲
暮
と
同
様
に
、
非
常

　
　
に
広
い
権
限
と
高
い
地
位
と
を
認
め
ら
れ
て
い
た
。
即
ち
、
そ
の
管
轄
権
は
、
ペ
ヲ
ば
か
ヴ
で
な
く
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
に
居
住
す
る
す
べ
・
て

　
　
の
ぜ
ノ
ア
人
に
も
及
び
、
そ
れ
ら
の
ゼ
ノ
ア
入
に
対
し
て
、
最
高
の
行
政
及
び
司
法
の
権
倶
を
行
使
し
た
。
そ
し
て
ギ
ピ
ザ
ン
ツ
帝
国
に

　
．
お
か
れ
た
ゼ
ノ
ア
の
。
9
ω
三
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
他
の
植
民
地
の
役
人
も
み
な
、
こ
れ
に
従
属
し
売
。
承
り
て
、
娼
。
匹
①
誓
9
ω
（
ゑ
。
普
，
瑚

　
　
冒
ω
）
冒
冥
δ
憐
蝕
ω
ヨ
一
B
b
①
艮
9
幻
0
8
鋤
巳
餌
①
、
叉
は
づ
。
α
①
の
＄
の
冨
ゆ
。
Φ
器
δ
5
一
B
b
①
ユ
。
肉
。
ヨ
9
質
冨
Φ
8
P
＜
①
民
ω
9
P
戟
q
旨
、
又
は
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㍗

説　
く
一
ら
鋤
目
一
戸
あ
質
。
6
。
白
日
q
巳
旨
9
昌
戸
炉
節
①
冒
8
け
。
一
霞
b
Φ
二
。
菊
。
日
鋤
風
9
①
雲
白
陶
同
一
8
鋤
」
。
h
一
と
称
せ
ら
れ
た
。
そ
の
上
、
ゼ
ザ
ン
ツ
帝
H

論　
　
国
の
皇
帝
に
対
し
て
、
・
あ
た
か
も
常
駐
外
交
使
節
の
よ
う
に
本
国
を
代
表
す
る
資
格
を
有
し
て
い
だ
こ
と
も
、
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
ァ
の
2



彫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
　

　
娼
O
ユ
Φ
ω
け
暮
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。

説　
　
　
更
に
ゼ
ノ
ア
は
、
キ
プ
ロ
ス
島
の
通
商
の
中
心
地
た
る
フ
で
グ
ス
タ
に
も
b
o
飢
①
雲
暮
を
任
命
し
、
キ
プ
ロ
ス
島
に
お
か
れ
た
ゼ
ノ
ア

論　
　
の
8
口
の
巳
や
目
①
9
0
目
を
す
べ
て
、
こ
れ
に
従
属
せ
し
め
た
。
こ
の
b
o
α
①
の
欝
け
は
、
キ
プ
ロ
ス
島
に
居
住
す
る
す
べ
て
の
ゼ
ノ
ア
人

　
　
に
対
し
て
管
轄
権
を
有
し
、
殺
人
・
反
逆
・
窃
盗
な
零
の
重
罪
に
つ
い
て
、
か
れ
ら
を
裁
判
す
る
権
限
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
今
日

　
残
っ
て
い
る
文
献
の
上
で
認
め
ら
れ
う
る
か
ぎ
り
、
フ
マ
グ
ス
タ
に
任
命
さ
れ
た
最
古
の
b
o
α
Φ
ω
＄
酔
は
、
　
一
二
九
二
年
の
ζ
暮
8
0

　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
）

　
N
鋤
o
o
鋤
甑
9
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
る
。

　
　
　
上
述
の
b
o
山
①
雲
讐
が
い
つ
れ
も
、
一
面
に
お
い
て
は
、
領
事
と
同
様
の
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、

　
　
そ
れ
ら
は
み
な
、
外
国
に
居
住
す
る
本
国
都
市
の
市
民
に
対
し
て
、
行
政
上
及
び
司
法
上
の
権
限
を
有
す
る
商
業
植
民
地
の
長
官
で
あ
っ

　
　
た
。
し
か
し
・
　
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
任
命
さ
れ
た
ゲ
ェ
ネ
テ
ィ
ア
と
ゼ
ノ
ア
の
娼
。
山
①
。
。
什
讐
は
、
他
の
一
面
に
お
い
て
、
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ

　
デ
ン
帝
国
又
は
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
皇
帝
に
対
し
て
、
本
国
を
代
表
す
る
常
駐
外
交
使
節
と
し
て
の
資
格
を
有
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
一

　
当
時
の
コ
ン
ス
タ
．
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
が
東
ロ
ー
マ
帝
国
の
首
府
と
し
て
政
治
の
中
心
地
で
あ
っ
た
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
　
も
と
よ

　
　
り
・
未
だ
常
駐
外
交
使
節
の
制
度
が
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
当
時
に
あ
っ
て
、
領
事
は
一
般
に
、
本
国
を
代
表
し
て
外
交
上
の
交
渉
を
行

　
う
常
駐
外
交
使
節
と
し
て
の
任
務
と
性
格
と
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
、
そ
の
任
地
が
政
治
の
中
心
地
で
あ
る
と
き
に
は
そ
う
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　

　
あ
っ
た
、
と
い
え
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
中
世
の
領
事
制
度
の
一
つ
の
特
色
で
も
あ
っ
た
。
從
っ
て
、
上
述
の
b
o
山
Φ
ω
欝
幹
が
そ
う

　
　
で
あ
っ
た
と
い
う
ご
と
は
、
そ
れ
ら
が
領
事
と
は
別
の
制
度
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
、
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
ア
が
コ

　
．
ン
ス
タ
ン
シ
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
任
命
し
た
b
o
伍
①
ω
富
け
は
、
た
し
か
に
、
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
ア
が
東
ロ
ー
マ
帝
国
内
に
獲
得
し
た
領
土
を
統
治

　
す
る
総
督
と
し
て
の
性
質
を
も
備
え
て
い
た
。
が
、
か
か
る
性
質
は
、
当
時
の
一
般
の
領
事
に
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
従
つ

　
　
て
、
こ
の
点
を
重
要
視
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
b
o
山
①
。
り
＄
け
は
、
領
事
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
も
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
ば
な
い
。
ζ
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τ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＝
一
）

　
　
と
に
、
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
ア
が
そ
れ
を
任
命
し
た
時
に
、
・
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
は
、
別
に
そ
の
管
轄
の
下
に
び
毘
Φ
が
い
た
こ
と

　
　
を
考
え
る
と
、
一
層
そ
の
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
ゼ
ノ
ア
が
フ
マ
グ
ス
タ
に
任
命
し
た
b
o
ユ
①
馨
暮
は
、
領
事
と
全
く

　
　
厘
の
性
質
の
も
の
で
あ
っ
望

　
　
　
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
な
む
ば
、
　
b
o
ユ
①
二
野
は
、
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
ア
が
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
任
命
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
多

　
　
少
問
題
が
あ
る
が
、
そ
の
他
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
　
一
般
に
領
事
の
名
称
で
あ
っ
た
、
と
考
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し

　
　
て
、
そ
れ
は
、
ヴ
ェ
ネ
テ
陸
ア
の
び
巴
昼
の
場
合
芝
同
様
に
、
ゼ
ノ
ア
が
重
要
な
地
位
の
領
事
に
与
え
た
名
称
で
あ
っ
た
、
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
四
）

　
　
　
別
に
、
げ
o
q
工
房
り
駄
鼠
ひ
q
鼠
と
い
う
名
称
も
問
題
に
な
る
。
こ
れ
も
ま
た
領
事
の
名
称
で
あ
る
、
と
主
張
さ
れ
る
か
ら
。
　
そ
の
場
合

　
　
に
問
題
に
さ
れ
る
の
は
十
二
世
紀
に
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
ア
と
ピ
サ
と
が
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
派
遣
七
た
冨
9
q
暮
房
で
あ
る
。
　
が
、

　
　
と
く
に
、
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
ア
の
旨
①
ひ
q
暮
⊆
。
。
に
つ
い
て
、
，
そ
れ
が
、
後
に
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
任
命
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
五
）
　
　
　
　
　
　
・

　
　
れ
た
び
巴
冨
の
前
身
で
あ
る
、
乏
主
張
さ
れ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
冨
o
q
三
口
ω
も
ま
た
、
び
巴
竃
と
同
様
に
領
事
の
名
称
と
い
う
こ
と
に

　
　
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
し
か
し
な
が
ら
、
実
は
こ
の
δ
o
q
9
言
の
は
、
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
ア
が
必
要
に
応
じ
て
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
首
府
、
　
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
六
）

　
　
ル
に
派
遣
し
た
純
然
た
る
特
派
使
節
に
罪
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
そ
の
都
に
常
駐
的
に
任
命
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
　
そ
れ
ゆ
え

　
　
に
、
　
冨
O
q
餌
言
。
。
は
、
領
事
で
あ
る
び
巴
冨
と
は
本
質
的
に
異
な
る
制
度
で
あ
っ
た
、
と
み
る
こ
と
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
、

　
　
ヴ
ェ
木
テ
ィ
ア
も
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
時
代
に
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
商
業
植
民
地
を
も
つ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
植
民
地
に

　
　
は
、
一
①
o
q
餌
嘗
ω
と
は
別
に
常
駐
的
な
役
人
が
任
命
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
だ
け
は
確
実
で
あ
る
。
が
、
果
し
て
、
そ
れ
が
い
か
な
る
名

説
称
の
・
か
つ
・
い
か
な
る
権
限
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
明
か
で
鶴
・
七
）
し
か
し
・
後
の
琶
①
の
前
身
と
な
る
も
の
と
し
て
は
・

論　
　
一
①
ぬ
暮
拐
よ
り
も
む
し
ろ
、
こ
れ
に
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
．
　
　
、
　
　
　
。
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’

　
摩

r
　
．
L

　
冨
ひ
q
9
。
嘗
ω
が
特
派
使
節
の
名
称
で
あ
っ
て
領
事
の
名
称
で
は
な
か
つ
だ
こ
ど
は
、
ピ
サ
の
鷹
合
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
　
一
層
明
白
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輯

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
即
ち
、
ピ
サ
は
d
ひ
q
o
口
①
U
¢
o
隻
と
い
う
入
物
を
ト
　
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
外
交
使
節
と
し
て
派
遣
し
た
。
　
か
れ
は
、
そ
こ
　
q

恥
い
た
後
に
・
そ
の
ま
妻
事
と
し
て
と
ど
ま
っ
た
・
が
・
そ
の
饗
ピ
サ
が
量
た
二
四
犀
四
月
三
吉
付
の
任
薯
は
・
卿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
八
）

か
れ
の
こ
と
を
冨
ひ
q
鋤
言
ω
と
よ
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
ヒ
の
こ
と
は
ピ
サ
が
領
事
を
δ
σ
q
9
讐
ω
と
よ
ん
だ
こ
と
の
証
拠
に
、
は
な
ら
な
い
。

と
い
う
の
は
、
∪
【
δ
曲
は
、
最
初
は
外
交
使
莇
、
・
つ
ま
り
竃
ひ
q
讐
＝
ω
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
。
事
実
、
後
の
ゼ
サ
の
文
書

で
は
、
外
交
使
節
の
名
称
た
る
δ
ぴ
q
餌
遺
旨
δ
ω
節
鉱
。
ご
量
旨
畠
ど
、
そ
の
当
時
の
領
事
の
名
称
た
る
く
8
①
o
o
B
律
①
。
。
と
が
は
っ
き
り
と

区
別
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
き
サ
は
＝
9
六
九
年
に
、
§
。
冨
と
い
う
人
物
を
§
巨
Φ
と
し
て
、
」
コ
ン
ス
ダ
ン
テ
ー
で
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
）

ル
に
任
命
し
た
。
が
、
こ
れ
が
そ
の
地
に
お
か
れ
た
最
初
の
く
δ
o
B
8
で
あ
っ
と
い
わ
れ
る
。

　
（
一
）
　
Q
Q
①
一
δ
～
o
噂
．
o
禅
こ
℃
。
駆
．

、
（
二
）
　
そ
の
他
に
も
、
　
献
旨
一
⇒
℃
繊
0
9
ユ
畠
①
”
σ
q
o
高
く
①
功
臣
①
崖
砂
層
①
g
Q
ヨ
9
戦
。
げ
9
昌
α
ψ
”
℃
触
o
o
鵡
層
。
鋸
♪
鮎
く
O
o
p
o
計
に
鋤
℃
算
餅
ぎ
。
な
ど
と
い
う
名
称
で
よ
ば
れ

　
　
　
た
も
の
も
あ
あ
。
　
ω
簿
　
o
。
。
匂
O
℃
●
o
詳
こ
℃
．
蝦
参
照
。
　
又
、
ド
イ
ツ
の
ハ
．
ン
ザ
が
海
外
の
居
留
地
の
長
官
と
し
て
任
命
し
た
諺
崔
。
場
唇
…
営
け
。
円
”
．

　
　
　
。
幕
§
琶
2
、
も
、
誘
当
時
の
領
事
と
厘
の
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。
．

六
三
）
の
曵
。
9
。
℃
・
。
登
℃
P
采
・
。
）
●
テ
。
サ
リ
ア
の
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
ア
の
§
§
に
つ
い
て
越
ぼ
。
置
・
』
b
・
b
。
阜
押
。
。
」
逡
↓

　
　
　
を
、
又
キ
プ
ロ
ス
島
の
ゼ
ノ
ア
の
映
o
o
8
戦
に
つ
い
て
は
、
　
寓
。
関
P
鋤
．
餌
．
○
．
ゆ
鮎
．
冒
”
堕
卜
。
一
参
照
。
後
者
は
、
　
ω
巴
剛
。
～
o
O
．
o
搾
こ

　
　
　
娼
’
「
刈
（
G
。
）
が
》
目
。
ぼ
く
。
ω
鳥
⑦
画
、
O
ユ
①
素
論
鼠
戸
℃
鋤
同
δ
o
o
ヨ
け
①
磁
壁
鴇
色
嗣
℃
卜
。
α
…
b
。
。
。
に
も
と
づ
い
て
の
べ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
　
一
三

　
　
　
〇
〇
年
に
お
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
（
四
）
　
当
時
の
イ
タ
リ
ア
の
商
業
都
市
に
お
い
て
は
・
色
々
な
場
合
に
噂
○
傷
。
ω
曳
け
と
よ
ば
れ
る
役
人
が
任
命
さ
わ
た
。
と
く
に
ゼ
ノ
ア
は
・
都
市
の
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
’



・

●

「

．

O

論説

　
　
も
重
要
な
役
人
の
こ
ど
を
℃
＆
0
9
魯
と
よ
ん
だ
ω
四
二
○
島
島
卸
ω
一
口
σ
惨
島
。
島
P
霞
一
。
・
8
サ
①
庫
霧
雨
軌
芝
露
さ
口
①
ω
】
冨
凱
。
昌
旨
Φ
ω
警
冒
○
同
Φ
旨

　
　
》
σ
q
O
”
β
自
効
け
弓
観
ヨ
O
心
臼
凱
。
昌
℃
臼
㍗
腐
℃
一
。
◎
ト
っ
ご
降
”
唱
●
G
o
①
α
。
　
　
　
　
　
　
」
．

，
（
五
）
　
こ
の
場
含
に
限
っ
て
、
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
ア
が
唱
＆
Φ
4
暮
と
い
う
名
称
を
選
ん
だ
の
は
、
お
そ
ら
く
、
つ
ぎ
の
事
情
に
よ
る
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。

　
　
即
ち
、
ぜ
ノ
ア
人
に
は
，
弓
。
傷
①
ω
け
讐
と
い
う
名
称
の
方
が
、
　
当
然
に
げ
鉱
一
〇
と
い
う
名
・
称
よ
り
も
上
位
の
地
位
を
さ
す
も
の
と
お
も
わ
れ
た
ω
騨
ピ
、

　
　
蓄
。
。
．
o
℃
●
9
け
こ
甥
。
の
●
そ
し
て
、
そ
の
当
時
は
、
ゴ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
お
い
て
」
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
ァ
は
ゼ
ノ
ア
の
勢
力
に
対
抗
し
て
、

　
　
こ
れ
と
璽
っ
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
が
、
ラ
テ
ン
帝
国
の
成
立
し
た
間
は
、
ヴ
．
エ
ネ
テ
困
ア
の
勢
力
の
方
が
優
勢
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
優
位
を
ゼ

　
　
ノ
ア
に
対
し
で
示
す
た
め
に
、
そ
れ
が
任
命
し
た
役
人
の
こ
と
を
唱
。
α
o
ω
富
貯
と
よ
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

．（

Z
）
出
畠
P
Ω
。
・
，
斜
O
・
窪
・
担
ω
．
・
。
ミ
ー
・
。
．

・
（
七
）
　
ゼ
ノ
ア
が
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
b
O
◎
①
ω
叶
9
。
什
を
任
命
し
た
の
は
、
　
一
二
七
九
年
か
ら
十
五
世
紀
・
の
終
噂
ま
で
で
あ
る
ω
昌
①
∫
o
℃
・

　
　
o
濤
こ
℃
．
①
（
一
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

（
k
．
ノ
）
、
ω
δ
殴
。
昌
α
幽
》
o
℃
．
o
謬
こ
円
．
目
讐
℃
●
G
。
①
b
。
t
G
。
●
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

（
九
）
　
〕
田
。
同
山
u
g
o
・
鋤
・
O
b
剛
W
山
●
眞
ω
．
α
O
b
o
i
G
o
．
，

（
一
Q
）

（
二
）

（
＝
一
y

（
＝
こ
）

（
一
四
）

（
一
五
）
，

（
一
六
）

国
O
回
α
噂
．
9
轟
．
9
0
・
O
．
一
W
α
・
　
同
噂
ω
●
．
b
㊤
O
l
一
●

ω
巴
す
Q
唖
噂
O
℃
・
o
騨
こ
廿
ポ
①
Q
◎
一
⑦
し

O
鋤
℃
℃
O
目
O
℃
O
℃
帰
O
冨
こ
℃
・
一
『
の
・

O
鋤
娼
℃
O
一
一
〇
噂
O
℃
・
O
崔
こ
唱
。
一
『
㊤
i
一
Q
◎
O
●

加
勢
昌
。
ω
”
o
℃
．
o
騨
こ
喝
．
㊤
・

O
p
喝
b
o
＝
P
層
●
一
“
c
隠
。

国
。
団
伍
》
簿
・
帥
・
O
●
切
ユ
・
押
ω
・
悼
。
◎
剃
●

．

．
．

「
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（
一
七
）

説　
　
　
（
一
八
）

論　
　
　
（
一
九
）

，
国
。
旨
斜
蝉
・
鋤
●
○
・
し
d
α
・
、
押

」
寓
．
①
同
P
簿
・
●
僧
O
●
切
α
●
却

¢
o
団
P
9
・
鋤
・
O
・
u
σ
血
．
8

五

g
o
●
b
◎
c
o
こ
○
・
－
，
戯
．

ω
・
．
b
。
G
。
α
・

ω
。
ゆ
◎
◎
α
…
⑦
・
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要
す
る
に
、
中
世
の
領
事
は
色
々
な
名
称
で
よ
流
れ
た
。
そ
れ
は
必
ず
し
も
、
つ
ね
に
0
8
ω
三
と
よ
ば
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
第
二
に
、
他
方
に
お
い
て
、
　
0
8
ω
巳
と
い
う
名
称
も
ま
た
、
中
世
に
お
い
て
は
領
事
に
特
有
の
も
の
で
は
な
か
つ
だ
。

　
そ
の
時
代
に
お
い
て
は
、
既
に
の
べ
た
よ
う
に
、
本
国
の
都
市
に
お
い
て
も
、
　
0
8
ω
三
と
よ
ば
れ
る
役
人
が
色
々
な
場
合
に
任
命
さ

　
　
　
　
こ

れ
て
い
た
。
そ
れ
が
む
し
ろ
、
そ
の
名
称
の
起
源
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
の
o
o
旨
ω
三
は
す
べ
て
、
そ
の
時
代
の
領

事
が
そ
う
で
あ
っ
た
と
同
様
に
、
裁
判
官
と
し
て
の
権
限
を
有
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
こ
、
の
名
称
の
同
一
と
権
限
の
類
似
の
た
め
に
、
か

か
る
本
国
の
都
市
に
お
け
る
冒
色
ひ
q
①
一
8
昌
ω
ξ
㊨
制
度
、
　
ユ
。
ヨ
①
ω
二
〇
〇
〇
⇔
ω
巳
鉾
①
を
も
っ
て
領
事
制
度
の
起
源
と
す
る
説
が
、
し
ば

　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

幽
し
ば
主
張
さ
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
U
＆
伽
q
①
i
o
8
ω
島
と
一
口
に
い
っ
て
も
、
そ
れ
に
は
色
々
な
制
度
が
含
ま
れ
る
か
ら
、
そ
の
な
か
の
ど
の
制
度
を
も

つ
て
領
事
霞
起
源
と
す
る
の
か
、
そ
れ
ら
の
説
は
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
い
。
、
が
、
た
だ
そ
の
な
か
で
v
　
o
o
口
ω
三
目
貧
ジ
o
o
類
曽
炉
一
匹
①

貯
白
Φ
H
の
制
度
が
そ
れ
で
あ
る
と
す
る
説
は
、
可
成
り
有
力
で
あ
り
、
か
つ
、
注
月
に
値
い
す
る
も
の
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
制

度
が
後
に
海
外
に
移
さ
れ
て
、
領
事
o
o
昌
ω
ξ
創
．
o
戸
愚
民
①
ヨ
①
が
8
β
ω
＝
一
レ
一
．
仏
霞
目
μ
ひ
q
①
が
。
つ
昼
ω
巳
三
電
簿
B
貧
ρ
o
o
”
ω
三
冨
．
b
貧
江
び
ζ
ω

三
窪
凶
R
類
は
巳
ω
に
な
っ
た
、
と
い
う
の
・
で
あ
る
。

　
8
口
ω
三
目
蟄
δ
と
い
ば
れ
る
制
度
の
内
容
は
、
都
市
に
よ
り
時
代
に
よ
っ
て
，
必
ず
し
も
一
様
で
は
な
い
。
　
が
、
そ
れ
の
最
も
有
名



　
な
、
．
か
つ
一
般
に
は
最
古
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
從
っ
て
叉
、
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
ピ
サ
の
例
に
よ
る
な
ら
ば
、
つ
ぎ
の
如
き
も
の
で

　
あ
る
。
．
即
も
、
そ
れ
は
、
都
百
に
お
け
る
色
々
な
商
人
の
組
合
の
な
か
の
、
海
洋
貿
易
に
従
事
す
る
商
人
た
ち
0
組
合
で
あ
る
。
＆
o

　
ヨ
讐
訪
の
代
表
で
あ
っ
た
。
そ
の
数
は
・
最
初
は
五
人
で
あ
っ
た
が
・
後
に
は
三
人
と
な
つ
焔
酬
。
民
。
目
胃
δ
に
に
ご
つ
の
評
議
会
・

　
6
0
”
ω
葭
⊆
ヨ
B
貯
畠
と
o
o
μ
ω
臼
鍔
8
ヨ
餌
冒
ω
と
が
あ
っ
て
、
こ
の
二
つ
の
評
議
員
が
合
同
し
て
総
会
を
構
成
し
、
o
o
U
ω
旦
①
ω
o
巳
巨
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
津
鋤
ユ
ω
を
選
ん
だ
の
で
あ
み
。
が
、
そ
の
o
o
昌
ω
三
①
の
。
賊
臣
巳
の
B
①
昌
の
は
、
航
海
及
び
通
商
に
関
す
る
す
べ
て
の
事
項
に
つ
い
て
、
広

　
い
範
囲
の
行
政
上
及
び
司
法
上
の
権
限
を
認
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
と
に
、
か
れ
ら
は
そ
の
組
合
Q
裁
判
所
。
ξ
貯
。
邑
巨
。
。
恒
日
訪
の
裁

　
判
官
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
裁
判
権
も
、
最
初
は
単
に
、
組
合
員
の
紛
争
を
調
停
す
る
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
後
に
、
一
三
三
六
年
に

　
創
　
二
9
。
日
9
。
鼠
q
β
の
判
決
に
つ
い
て
上
訴
が
は
っ
き
り
と
禁
止
さ
れ
て
か
ら
は
、
8
霧
巳
霧
。
巳
巨
ω
ヨ
銭
訪
は
完
全
に
独
立
の
裁
判
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
の
制
度
が
、
ピ
サ
以
外
に
も
、
ラ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
は
じ
め
、
そ
の
他
の
イ
タ
リ
ヤ
の
諸
都
市
に
設
け
ら
れ
た
後
、
バ

　
　
ル
駐
留
ナ
そ
の
他
ス
ペ
イ
ン
や
南
フ
ラ
ン
ス
の
諸
都
市
に
も
お
か
れ
た
。
が
、
こ
の
制
度
が
海
外
の
領
事
と
深
い
関
係
を
も
つ
も
の
で
あ

　
　
つ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
が
一
旦
確
立
し
た
都
市
に
あ
っ
て
は
、
領
事
は
。
O
賂
ω
三
①
。
。
目
9
鼠
ω
－
に
よ
っ
て
任
命
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
Y

　
　
れ
、
か
っ
訓
令
を
う
け
る
な
ど
、
職
務
の
執
行
に
つ
い
て
も
、
す
べ
て
そ
れ
の
監
督
に
服
す
る
制
度
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
　
8
⇔
ω
三

　
　
ヨ
効
昌
ψ
を
も
っ
て
領
事
の
起
源
と
す
る
説
は
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
点
に
着
目
し
た
も
の
と
お
も
は
れ
る
。

　
　
　
し
か
し
な
が
ら
、
翻
8
。
。
三
ヨ
鉾
δ
を
領
事
の
起
源
と
す
る
t
と
は
、
な
に
よ
り
も
、
つ
ぎ
の
理
由
に
よ
つ
て
許
さ
れ
な
い
こ
と
な
の

　
　
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
0
8
の
巳
ヨ
貧
冨
が
成
立
し
た
時
期
が
、
年
代
的
に
は
、
領
事
の
最
初
の
制
度
ど
考
え
ら
れ
る
べ
き
く
ざ
。
露
け
①
の

説
成
山
↓
し
た
時
期
よ
り
も
後
で
あ
っ
た
・
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
そ
の
制
度
が
最
初
に
設
け
ら
れ
た
の
は
・
十
三
世
紀
の
初
め
の
頃

論
多
リ
ャ
に
お
い
で
で
あ
る
・
と
考
え
ら
れ
華
有
力
な
意
見
に
よ
る
と
・
三
〇
〇
年
に
ピ
サ
に
お
い
て
最
初
に
盛
遺
し
た
・
と
も
い
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わ
れ
麓
が
・
そ
れ
は
・
前
述
の
よ
う
に
・
既
に
鼠
8
暮
①
が
成
立
し
・
し
か
も
そ
れ
が
8
帰
一
と
改
め
ら
れ
た
後
の
こ
と
で
め
る

か
ら
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛

　
　
（
一
）
，
中
世
に
お
い
て
・
　
o
O
ロ
の
巳
と
い
う
名
称
が
、
色
々
な
役
人
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
O
醜
く
ρ
］
≦
ご
O
ず
節
二
〇
9
U
¢
臼
O
詳

　
　
　
　
　
ぎ
け
①
堕
旨
鋤
鉱
。
鵠
鋤
押
弓
’
演
”
一
。
。
り
G
。
”
燭
●
碧
刈
参
照
Q

　
　
（
二
）
℃
寄
手
。
β
望
閉
。
び
Φ
茎
。
§
富
葺
畳
①
ω
ξ
【
“
三
幕
ヨ
豊
8
巴
H
、
襲
蕊
0
3
ぎ
】
』
＝
。
・
c
・
ド
ヲ
ド
の
甲
嘱
．
こ
れ
侵
し

　　

@　

@
て
、
門
島
σ
q
①
δ
O
P
ω
包
を
領
事
と
は
異
な
る
制
度
℃
あ
る
こ
と
を
認
め
る
説
と
し
て
、
　
℃
触
①
象
Φ
マ
頃
。
α
恥
少
℃
こ
、
岸
黛
。
津
献
傷
Φ
脅
○
騨
筥
け
①
7

　
　
　
　
　
ご
効
江
。
昌
巴
℃
二
σ
＝
P
弓
・
一
く
”
一
。
◎
c
。
c
◎
植
唱
・
隠
G
。
“
一
《
め
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
（
三
）
　
＜
鋤
一
塊
O
α
q
①
♪
伍
①
い
鐸
α
Φ
昌
》
自
門
自
飢
Φ
ω
轟
残
一
獅
一
旨
。
◎
怠
骨
繕
鵠
O
昌
自
①
ω
O
O
ご
の
⊆
一
ω
鎚
①
二
巴
ヨ
O
目
論
二
鑓
O
蜜
①
昌
－
か
σ
q
①
》
一
。
◎
⑩
ご
℃
●
這
●

　
　
（
L
．
ノ
U
）
　
ω
o
び
鋤
鼻
）
ρ
‘
》
血
9
抽
U
鱒
砿
凶
（
ヨ
ω
巳
碧
鳥
①
ρ
竃
Φ
O
H
o
ω
貯
℃
一
Q
D
斜
一
c
Q
c
G
c
◎
脇
ω
．
戯
G
◎
．

　
　
（
輪
正
「
ユ
4
）
く
9
0
嵜
○
α
q
①
さ
○
噂
・
o
詳
こ
勺
ミ
…
し
o
q
．
6
0
昌
ω
巳
ヨ
鋤
ユ
ω
は
、
す
べ
て
．
海
事
に
関
す
る
特
別
の
裁
判
官
で
あ
っ
た
。
そ
わ
は
、
ピ
サ
の
場
合
に

　
　
　
　
　
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
そ
の
点
に
お
い
て
、
8
娼
ω
巳
ヨ
餌
ユ
ω
は
、
当
時
の
領
事
o
o
旨
切
巳
ユ
．
○
¢
霞
①
目
①
同
の
制
度
と
共
通
で
あ
る
。
こ
の
種

　
　
　
　
　
偽

　
　
　
　
　
の
o
o
昌
ω
9
の
裁
判
管
轄
権
に
関
し
て
は
、
　
O
O
b
ω
o
冨
け
。
顔
色
白
目
冠
①
の
な
か
に
も
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
　
匡
。
澤
国
①
コ
創
○
猟
抄
空
，
餌
コ
憾

　　

@　

@
・
β
§
巳
σ
喜
◎
・
・
＜
鼻
。
・
§
募
博
奮
7
Σ
ヒ
嬉
拝
押
か
§
℃
●
塾
・
と
垂
ぎ
。
・
①
”
。
℃
●
。
葺
ぎ
』
ゴ
・
）
・
・
。
3

　
　
　
　
昌
9
ゆ
へ
O
）
が
、
こ
わ
を
．
領
事
o
o
昌
ω
£
傷
．
o
耳
「
Φ
日
①
吋
の
裁
判
管
轄
権
の
例
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
こ
と
ば
正
確
で
は
な
い
。
そ
の
0
8
切
巳
雲
。

　　

@　

ｿ
①
互
鋤
囲
。
答
ま
れ
て
い
る
規
定
乏
は
、
ご
茜
三
年
の
ヴ
ァ
レ
ン
チ
ア
に
お
け
る
。
。
憾
ω
信
匠
裁
測
手
続
に
関
す
る
規
則
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
が
、
そ
の
揚
合
の
o
o
⇔
ω
巳
と
は
、
o
o
鐸
の
巳
一
β
9
ニ
ュ
ω
の
こ
と
で
み
る
か
ら
。
な
ほ
、
そ
の
規
則
に
話
し
て
は
、
℃
タ
D
圏
α
①
ω
の
⊆
の
》
O
O
σ
η
騨
二
8
．

　
　
　
　
　
〈
’
℃
●
ω
置
一
⑩
。
。
参
照
。
、

　
　
（
六
）
「
＜
巴
る
σ
q
①
『
”
名
．
鼻
こ
℃
・
b
。
卜
。
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
、
、
・

　
　
（
七
）
　
＜
鋤
掴
『
。
σ
q
。
門
・
．
。
や
。
搾
・
℃
・
c
ゆ
蔭
・
．
　
　
　
　
　
　
　
　
」
噛
　
．
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
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（
八
）
　
ω
o
ぴ
①
ζ
げ
。
”
鋤
●
鋤
・
O
．
の
●
ニ
ー
倉
　
旭
9
0
銭
①
ω
ω
g
。
。
は
、
一
〇
六
三
年
に
ト
ラ
ニ
ー
日
益
巳
の
海
法
の
な
か
に
、
o
o
昌
の
巳
⑳
画
Φ
冨
ヨ
臼

　
　
に
関
す
る
多
く
の
規
定
が
あ
る
、
と
い
う
℃
帥
理
α
o
の
ω
自
の
噛
○
℃
・
o
騨
こ
目
・
ぐ
こ
℃
・
凶
℃
ρ
刈
ー
ミ
．
o
が
、
ω
o
げ
節
鱈
げ
。
に
よ
る
と
、
こ
の
海
法
は
一

　
．
四
五
三
年
に
編
纂
さ
れ
た
庵
の
で
あ
る
．
～
と
が
証
明
さ
れ
た
ω
。
ゴ
9
口
げ
①
・
．
①
・
・
。
・
ρ
抑
器
よ
ρ
。

論説

山ノ、

　
上
述
の
よ
う
に
、
〈
冒
。
甲
防
①
が
領
事
の
起
源
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
領
事
は
最
初
か
ら
本
国
の
商
業
都
市
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
、

派
遣
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
，
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
ゆ

　
従
っ
て
（
し
ば
し
ば
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
、
領
事
は
、
、
最
初
は
植
民
地
の
商
客
た
ち
が
か
れ
ら
の
間
か
む
選
挙
し
た
も
の
で
、
か
れ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

の
代
表
に
直
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
意
見
は
支
持
し
が
た
い
も
の
と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
た
し
か
に
、
領
事
は
最
初

か
ら
、
原
則
と
し
て
は
派
遣
領
事
o
o
口
ω
三
＄
信
軽
忽
で
あ
っ
て
、
選
挙
さ
れ
た
領
事
8
湯
量
①
ω
巴
①
＆
で
は
な
か
っ
た
。
す
く
な
く
．

と
も
、
歴
史
的
に
証
明
さ
れ
う
る
か
ぎ
り
で
は
そ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
中
世
に
お
い
て
、
」
0
8
の
三
Φ
ω
鉱
①
。
鉱
と
称
せ
ら
れ
る
種
類

の
領
事
制
度
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
℃
上
述
の
説
は
Y
お
そ
ら
く
こ
の
制
度
に
着
目
し
て
、
そ
れ
が
領
事
の
最
初
の
も
の
で
あ
っ

た
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
以
外
に
、
歴
史
的
に
根
拠
と
な
り
う
る
事
実
は
認
め
ち
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ

を
も
つ
．
て
領
事
の
紀
源
と
す
る
こ
と
は
明
か
に
誤
り
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
中
世
に
存
在
し
た
一
〇
8
の
巳
①
ω
巴
①
o
江
は
、
例
外
的
な
場

合
に
認
め
ら
れ
、
か
つ
o
o
娼
ω
巳
①
ω
白
δ
臨
を
補
充
す
る
た
め
の
特
別
の
制
度
に
す
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
。
こ
の
之
と
は
、
そ
の
二
つ
の
制
　
僻

度
を
比
較
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
官
ら
明
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助

ξ
と
に
関
し
て
、
ま
つ
注
意
す
べ
き
こ
乏
は
、
各
都
市
の
葎
が
、
吏
か
ら
讐
の
任
命
に
関
し
て
・
・
は
つ
ぎ
と
規
定
し
て
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
Ω
乙

い
る
こ
と
で
あ
る
。

’

’



論説

　
そ
の
場
合
、
都
市
の
い
か
な
る
機
関
が
領
事
の
任
命
権
を
有
す
る
か
は
、
各
都
市
に
よ
り
、
又
時
代
に
よ
っ
て
異
な
る
。

　
例
え
ば
、
マ
ル
セ
イ
ユ
に
・
お
い
て
は
十
三
世
紀
の
中
頃
、
即
ち
そ
の
都
市
が
自
治
を
認
め
ら
れ
て
い
た
頃
に
は
、
そ
の
都
市
の
長
官
で

あ
る
聴
①
0
8
H
8
旨
ヨ
信
巳
ω
が
領
事
を
任
命
し
赴
町
又
、
ピ
サ
で
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
o
o
類
ω
三
①
ω
菖
鷺
δ
が
領
事
の
任
命
権
を
も
つ

て
い
た
。
即
ち
、
一
二
八
六
年
の
ピ
サ
の
法
律
切
同
①
〈
①
国
の
皇
。
艮
o
o
B
遠
離
風
の
に
よ
れ
ば
、
o
o
霧
巳
①
ω
日
貧
虜
が
o
a
o
巳
鷺
δ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

小
評
議
会
の
協
力
を
え
て
8
⇔
ω
巳
①
ω
ヨ
δ
忽
を
任
命
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
原
財
に
対
し
て
は
二
つ
の
例
外
が
認

め
ら
れ
た
⑩
、
そ
れ
は
、
ア
ッ
コ
ン
の
領
事
と
シ
リ
ア
の
領
事
だ
け
は
、
都
市
の
大
評
議
会
に
よ
っ
て
領
事
の
任
命
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ

准
調
．

　
し
か
し
な
が
ら
、
　
o
o
口
の
三
㊦
ω
5
鷺
δ
の
制
度
が
、
年
代
的
に
は
，
領
事
制
度
よ
り
も
後
に
確
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
上
述
の
と

う
り
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
そ
の
制
度
が
確
立
す
る
以
前
に
お
い
て
は
、
誰
が
領
事
を
任
命
し
た
の
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
．
古

い
ピ
サ
の
法
律
o
o
⇔
ω
慧
言
言
B
μ
曇
φ
民
質
び
．
も
つ
は
、
二
つ
の
場
合
を
規
定
し
て
い
る
。
即
ち
、
領
事
の
任
命
は
都
市
の
長
官
が
こ
れ

を
行
う
か
、
或
い
は
外
国
に
派
遣
さ
れ
る
ピ
サ
の
使
節
b
信
書
ざ
¢
ω
ヨ
δ
。
。
山
江
。
戸
あ
に
対
し
て
、
植
民
地
の
役
人
を
任
命
し
設
置
す
る
権

利
が
、
そ
の
派
遣
の
際
に
委
任
さ
れ
る
こ
と
を
。
そ
し
て
、
具
体
的
な
場
合
に
、
そ
の
う
ち
の
い
つ
れ
の
方
法
が
と
ら
れ
る
か
は
、
ピ
サ

の
元
老
院
が
決
定
す
る
、
と
。
叉
、
そ
の
法
律
o
o
昼
ω
鉱
嘗
聲
舞
戸
範
φ
H
二
す
劇
“
は
、
重
大
な
場
合
に
は
、
元
老
院
が
直
接
に
領
事
を

任
命
す
る
ご
と
を
規
定
し
て
い
る
。
　
が
、
そ
の
場
合
に
は
、
元
老
院
に
よ
っ
て
特
別
に
任
命
さ
れ
た
委
員
会
①
｝
①
0
8
殴
①
の
o
h
ゆ
息
巴
冨
β

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ

貯
b
歪
げ
凝
8
b
讐
訂
B
①
昌
8
が
任
命
し
た
。

，
以
上
の
こ
と
は
、
マ
ル
セ
」
ユ
や
ピ
サ
以
外
の
都
市
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
が
、
こ
の
よ
う
に
各
都
市
の
古
い
法
律
が
領
事
の
任

命
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
こ
と
は
、
領
事
が
古
ぐ
か
む
そ
れ
ら
の
都
市
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
に

な
る
。
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■

　
　
　
し
か
し
な
が
ら
、
他
方
に
お
い
て
、
植
民
地
の
膏
人
た
ち
が
か
れ
ら
の
仲
間
か
ら
領
事
を
選
挙
す
る
こ
と
も
、
可
成
り
古
く
か
ら
認
ぬ

　
ら
れ
て
い
た
。
た
だ
、
．
か
か
る
選
挙
の
権
利
が
そ
れ
ら
の
商
人
た
ち
に
認
め
ら
れ
た
の
は
、
極
め
て
例
外
的
な
場
合
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
渉
、
こ
の
こ
と
も
ま
た
、
諸
都
市
の
古
い
法
律
の
規
定
か
ら
証
明
さ
れ
う
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
こ
の
こ
と
に
関
し
て
第
一
に
注
意
す
べ
き
点
は
、
い
か
な
る
場
合
に
8
昼
ω
巳
Φ
。
。
巴
①
〇
二
が
、
選
挙
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
は
、
各
都
市

　
　
の
法
律
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
、
．
従
っ
て
、
植
民
地
0
商
人
た
ち
が
自
由
に
そ
れ
を
選
挙
し
う
る
も
の
で
は
な
か
つ

　
　
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
・
・

　
　
　
例
え
ば
、
さ
き
に
引
用
し
た
ピ
サ
．
の
法
律
ゐ
8
ω
鉱
ε
嘗
B
q
ぴ
レ
ニ
。
ウ
℃
目
q
σ
・
亀
は
、
本
国
の
都
市
が
自
ら
領
事
を
任
命
す
る
権
利
を
行

　
　
　
　
　
　
　
昂
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
（
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
民
地
に
居
幽
す
る
ピ
サ
の
市
民
た
ち
が
、
が
れ
ら
の
仲
間
か
ら
領
事
を
選
挙
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
だ

　
　
直
し
な
い
場
合
に
は
、

　
　
か
ら
、
．
か
か
る
o
o
口
の
巳
①
ω
①
】
①
傷
¢
が
お
か
れ
る
の
は
、
本
国
の
都
市
の
派
遣
し
た
領
事
6
8
ω
¢
δ
ω
8
虜
。
。
一
が
い
な
い
場
合
に
限
ら
れ
’

　
　
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
つ
ぎ
の
諸
都
市
の
法
律
に
よ
っ
て
も
明
か
で
あ
る
。
即
ち
、
一
二
五
三
年
と
ご
一
五
五
年
の
マ
ル
イ
セ
イ
ユ
の
法

　
　
律
は
、
そ
の
都
市
の
任
命
し
派
遣
し
た
領
事
が
い
な
い
土
地
に
お
い
て
、
，
十
名
な
い
し
二
十
名
の
マ
ル
セ
イ
ユ
市
民
が
い
る
場
合
に
は
、

　
　
か
れ
ら
は
一
名
を
選
ん
で
領
事
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
ど
規
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
領
事
は
、
か
れ
を
選
挙
し
た
人
た
ち
の
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　

　
　
な
ら
ず
、
そ
の
選
挙
の
後
に
到
着
し
た
マ
ル
セ
イ
ユ
の
市
民
に
対
し
て
も
支
配
権
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
。

　
　
　
同
様
の
こ
と
繁
た
、
一
三
九
七
年
の
ア
ン
コ
ナ
の
海
法
国
号
肖
く
F
羨
く
目
の
な
か
に
も
、
詳
し
く
規
定
さ
れ
て
い
転
・
．
幽

　
　
　
即
ち
、
0
ア
臥
コ
ナ
の
市
民
が
海
外
に
治
い
て
六
名
以
上
い
る
場
合
に
は
、
か
れ
ら
の
闇
の
紛
争
を
裁
判
す
る
た
め
に
、
か
れ
ら
は
そ
紛



’
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コ
ナ
市
の
任
命
し
た
領
事
が
到
着
す
る
や
否
や
、
直
ち
に
そ
の
職
権
の
行
使
を
停
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
国
そ
の
海
外
で
選
挙
さ
れ
る

領
事
は
、
そ
の
地
に
い
る
ア
ン
コ
ナ
の
市
民
の
多
数
決
に
よ
っ
て
快
挙
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
領
事
は
、
ア
ン
コ
ナ
市
に
よ
っ
て
任
命

さ
れ
た
領
事
と
同
一
の
権
力
と
権
威
と
を
有
す
る
、
と
。

　
第
二
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
そ
れ
ら
の
諸
都
市
の
法
律
は
ま
た
、
植
民
地
の
人
た
ち
が
い
か
な
る
人
物
を
領
事
に
選
挙
し
う
る
が
、

そ
の
資
格
に
つ
い
て
も
は
っ
き
り
と
規
定
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
、

　
例
え
ば
、
二
一
八
六
年
の
ピ
サ
の
法
律
切
H
①
〈
①
霊
の
ω
鋤
艮
8
B
B
二
号
。
。
に
よ
れ
ば
、
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
と
ダ
ミ
エ
テ
の
o
o
β
ω
巳
①
の

①
富
。
凱
の
資
格
に
関
し
て
、
そ
れ
が
ピ
サ
の
市
民
で
あ
る
こ
と
と
、
現
に
商
業
に
従
事
す
る
も
の
で
、
評
判
の
よ
い
人
物
で
あ
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

要
求
ざ
れ
て
い
る
。
ま
た
上
述
の
二
ご
九
七
年
夏
ア
ン
コ
ナ
の
海
法
国
＝
び
．
図
b
＜
悶
も
、
同
様
に
、
o
o
⇔
ω
巳
①
q
◎
①
δ
9
凶
に
選
挙
さ
れ
る

入
物
は
、
二
＋
五
才
以
上
の
年
齢
に
達
し
た
ア
ン
コ
ナ
市
民
で
あ
る
こ
と
、
及
び
、
も
し
そ
の
年
齢
に
達
し
な
い
も
の
が
領
事
に
選
挙
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
て
、
そ
れ
を
受
諾
し
た
場
合
に
は
、
一
定
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
為
こ
と
と
、
そ
の
選
挙
が
無
効
で
あ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
第
三
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
任
期
に
関
し
て
も
各
都
市
の
法
律
が
明
白
に
規
定
し
て
い
て
、
そ
れ
に
よ
る
と
o
o
⇔
ω
巳
①
ω

色
虫
凱
に
つ
い
て
は
、
　
0
8
の
巳
＄
日
δ
ω
剛
よ
り
も
短
い
任
期
が
定
め
ら
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
即
ち
、
　
o
o
口
ω
巳
①
ω
ヨ
冨
。
。
繭
の
場
合
に
は
、
一
般
に
一
年
か
二
年
、
又
は
三
年
の
任
期
が
定
め
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
ア
の

場
合
は
二
年
、
又
十
五
世
紀
の
終
り
に
オ
ッ
ト
マ
ン
帝
国
に
あ
る
植
民
地
に
お
い
て
は
三
年
の
任
期
で
あ
っ
た
。
ゼ
ノ
ア
の
場
合
は
、
近

東
の
大
き
な
植
民
地
に
お
い
て
は
一
年
、
チ
ュ
エ
ス
の
よ
う
な
余
・
り
重
要
で
な
い
植
民
地
に
お
い
て
は
二
年
又
は
三
年
で
あ
っ
た
。
又
、

ピ
サ
の
場
合
は
二
年
、
ア
ン
コ
ナ
の
場
合
は
三
年
、
マ
ル
セ
イ
ユ
の
場
合
は
一
年
で
あ
っ
た
。
ア
ラ
ゴ
ン
の
領
事
は
、
十
三
世
紀
に
は
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

年
又
は
四
年
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
場
合
に
は
、
十
四
世
紀
の
終
、
り
以
来
、
三
年
の
任
期
が
定
め
ら
れ
た
。

　
こ
れ
に
反
し
て
、
　
8
b
の
乱
①
の
①
同
①
含
剛
の
場
合
に
は
、
一
般
に
三
ヵ
月
と
か
六
ヵ
月
と
い
う
よ
う
な
一
層
短
い
任
期
が
定
め
ら
れ
て
い
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た
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
、
ア
レ
キ
ザ
ン
ド
リ
ア
に
お
け
る
ピ
サ
の
領
事
の
場
合
に
は
、
　
o
o
旨
の
巳
霧
ヨ
δ
。
・
剛
は
二
年
の
任
期
で
あ
っ
た
の

に
対
し
て
、
8
邑
①
ω
①
窪
窪
六
ヵ
月
の
任
期
で
あ
（
甚
・
叉
三
ニ
ハ
年
の
ゼ
ノ
ア
の
法
律
に
よ
る
と
、
当
時
の
ゼ
ノ
ア
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
じ

0
8
ω
三
＄
白
δ
ω
曲
が
、
一
般
に
一
年
の
任
期
で
あ
っ
た
0
に
対
し
て
、
　
0
8
の
巳
＄
9
0
9
剛
の
任
期
は
三
ヵ
月
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
諸
点
を
根
拠
と
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
海
外
の
植
民
地
に
お
い
て
、
そ
の
地
に
居
住
す
る
商
人
た
ち
の
間
か
ら
選
挙
さ
れ
た
領

事
o
o
ロ
ω
廷
①
の
①
一
虫
臨
は
、
例
外
的
な
場
合
に
だ
け
・
つ
ま
り
・
本
国
の
都
市
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
派
遣
ざ
れ
た
領
事
。
§
〇
三
①
岡
三
ω
ω
廟

が
い
な
い
場
合
に
限
っ
て
、
一
時
的
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
後
者
を
補
充
す
る
た
め
の
制
度
に
す
ぎ
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
明
か

と
な
る
で
あ
ろ
ゲ
。
し
か
も
そ
の
選
挙
は
、
本
国
の
．
都
市
の
法
律
に
脚
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
は
つ
ぎ
り
と
規
定
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に
も

と
づ
い
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
、
決
し
て
植
民
地
の
商
人
た
ち
が
自
由
に
行
い
う
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
も
。

　
従
っ
て
、
上
述
の
説
が
、
中
世
に
存
在
し
た
o
o
旨
の
巳
①
ω
曳
0
9
剛
の
制
度
を
も
つ
て
領
事
制
度
の
起
源
と
考
え
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　

れ
は
明
か
に
誤
り
で
あ
る
と
い
う
外
は
な
い
。

　
・
か
く
し
て
、
結
局
、
今
日
歴
史
的
に
証
明
さ
れ
う
る
限
り
、
領
事
は
最
初
か
ち
、
本
国
の
都
市
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
派
遣
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
て
、
し
ば
し
ば
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
、
植
民
地
の
商
人
た
ち
が
、
自
主
的
に
か
九
ら
の
代
表
と
し
て
そ
の
仲
間
の
一
人
を
湛
ん
だ

の
が
領
事
制
度
の
起
り
な
の
で
は
な
い
、
と
結
論
す
る
こ
と
が
正
当
で
あ
ろ
う
。

（
一
）
　
Ω
9
＜
凶
①
円
O
．
畠
ρ
】
〈
冨
三
自
①
一
匹
1
・
H
9
臼
℃
冒
日
簿
怠
O
①
ロ
什
①
】
β
b
ω
伽
①
］
≦
掌
0
∩
げ
画
く
O
押
日
・
目
層
一
C
。
㊤
Q
。
”
℃
・
悼
⑩
ω
一
回
．
領
事
を
、
植
民
地
の

　
商
人
の
団
体
に
よ
っ
て
選
挙
さ
わ
た
も
の
、
乏
い
う
の
で
は
な
《
て
、
こ
れ
も
ま
た
し
ば
し
ば
い
わ
れ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
た
だ
漠
然
と
、
商
人

　
　
の
団
体
に
よ
っ
て
選
挙
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
な
ら
ば
、
必
ず
し
も
誤
り
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
商
人
の
団
体
を
、
商

　
　
業
都
市
を
構
成
す
る
市
民
の
全
体
を
意
味
す
る
も
の
と
解
釈
す
る
限
り
で
は
。
た
し
か
に
、
中
世
の
領
事
ほ
、
か
か
る
意
味
に
お
い
て
商
人
の
団
体

　
　
に
よ
っ
て
選
挙
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
都
市
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
国
家
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
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臨
、
近
世
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
か
ら
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
領
事
が
単
に
商
人
の
代
表
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
、
何
ら
政
治

　
　
上
の
任
務
な
有
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
宇
意
見
q
餌
証
①
脱
P
o
℃
．
．
o
騨
こ
目
．
鼠
”
℃
．
b
。
㊤
い
i
①
∵
は
、
賛
成
し
が
た
い
・
も
の
で
あ
る
。

（
二
）
　
ω
鋤
躍
O
～
o
ワ
。
害
こ
賢
・
一
⑦
…
く
巴
門
。
σ
q
①
5
0
℃
．
o
富
こ
℃
．
“
・

（
三
）
　
ω
O
げ
9
二
ぴ
O
り
四
・
．
9
●
O
・
の
●
a
α
桝
く
巴
『
o
α
q
O
ご
。
◎
●
∩
搾
こ
℃
’
b
⇒
b
σ
．

（
四
）
　
ω
o
げ
磐
ぴ
ダ
簿
．
鋤
・
○
●
o
◎
●
一
α
区

（
五
）
　
ω
o
げ
帥
q
ぴ
。
”
①
．
9
・
O
・
ω
・
一
α
㎝
i
ζ
ゐ
●
．

（鴫

m）

@　

ﾖ
∩
ぴ
P
◎
震
げ
O
”
　
鋤
●
P
O
．
　
A
り
・
　
Q
り
●
　
一
α
の
●
　
門

（
七
）
　
G
Q
効
＝
①
ω
u
o
P
o
津
こ
℃
．
一
㊤
．

（
八
）
　
℃
鋤
屍
島
。
ω
ω
0
9
0
℃
●
o
搾
こ
日
．
＜
’
噂
．
一
α
㊤
・
一
①
O
●

．
（
九
）
　
ω
6
び
巴
ぴ
ひ
効
・
掌
。
●
O
●
の
．
δ
c
。
．

（
一
〇
）
　
勺
鋤
円
鮎
①
の
ω
蔭
o
p
”
○
℃
．
o
騨
こ
臼
●
＜
℃
，
℃
・
お
O
．

（
一
一
）
　
ω
9
昌
。
の
”
o
℃
・
ぴ
穽
こ
℃
・
㊤
G
。
i
心
．
　
一
三
八
一
年
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
法
律
は
、
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
．
ア
に
お
け
る
領
事
の
任
期
を
三
年
と
す
る
。

　
　
が
、
も
し
か
れ
が
立
華
な
人
物
で
、
し
か
も
任
地
の
商
人
た
ち
が
か
れ
を
称
賛
し
、
そ
の
留
任
を
欲
す
る
よ
う
な
商
人
で
あ
る
揚
合
に
は
、
さ
ら
に

　
　
三
年
の
任
期
が
更
新
さ
れ
う
る
、
と
定
め
て
い
る
℃
錠
α
Φ
ω
の
¢
9
8
●
9
什
；
月
．
＜
”
℃
●
鳶
晒
一
α
●
。
　
＝
識
八
六
年
の
バ
ル
池
ロ
ナ
の
法
律
も

　
　
ま
た
、
ダ
マ
ス
に
お
け
る
領
事
に
関
し
て
鳶
同
蝋
様
の
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
℃
鋤
N
傷
。
ω
ω
窺
ω
”
o
℃
●
o
騨
こ
電
．
＜
讐
℃
●
海
“
O
Q
●
o
か
か
る
任
期
の
更

　
　
薪
が
一
般
に
認
め
ら
れ
で
い
た
か
ど
5
か
は
明
か
で
な
い
ゆ
ピ
サ
の
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
に
お
け
る
領
事
の
揚
合
天
は
、
，
任
期
満
了
の
後
は
Y
十
年

　
　
間
は
再
選
さ
れ
え
な
い
、
と
定
め
ら
れ
て
い
た
ω
o
げ
鋤
自
び
ρ
鋤
・
騎
◎
．
○
ド
ω
．
一
α
唄
：

（
殉
ニ
　
　
ニ
）
　
ω
o
ゴ
黛
。
¢
ぴ
O
”
9
●
9
◎
・
○
●
ω
．
幽
α
唄
一
。
◎
・

．
（
一
三
）
　
ω
拶
目
①
9
0
℃
・
三
戸
ザ
ワ
一
“
っ
・
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1

「

論説
、

（
一
四
）
　
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
ω
o
ず
鋤
ロ
げ
。
は
か
わ
の
他
の
論
丈
に
お
い
て
、
つ
ぎ
の
こ
と
を
主
張
す
る
。
即
ち
、
　
6
0
昌
ω
巳
。
ω
旨
冨
忽
と
o
o
ロ
ω
巳
。
切

　
　
。
藝
乏
汚
濁
の
趣
源
の
制
度
で
あ
・
。
前
荏
、
上
述
の
・
判
§
豊
け
魯
を
爬
源
・
す
・
が
、
後
憂
馬
地
中
海
の
西
部
灘
鐘
撃

　
　
れ
た
商
業
植
民
地
に
発
達
し
た
庵
の
で
、
商
人
の
自
治
的
な
団
体
組
織
に
も
と
つ
く
も
の
で
あ
る
、
と
。
づ
ま
り
、
商
人
た
ち
が
外
国
で
集
団
生
活

　
　
を
い
と
な
み
、
本
国
の
都
市
の
慣
習
に
適
合
し
た
組
織
を
作
っ
て
、
か
れ
ら
の
代
表
を
自
ら
選
挙
し
た
。
こ
れ
が
8
昌
ω
巳
Φ
の
巴
①
。
滋
の
起
り
で
あ

　
　
る
、
と
ピ
弓
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
類
型
の
領
事
が
同
｛
の
場
所
に
同
時
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
、
そ
の
二
つ
が
本
来
別
々
の
起
源

　
　
で
あ
る
何
よ
り
の
証
拠
で
あ
る
、
と
。
そ
の
例
と
し
て
ω
o
げ
一
口
｝
）
①
ぱ
、
ピ
ザ
が
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
に
設
け
た
植
．
民
地
に
、
そ
の
こ
つ
の
種
類
の

　
　
．
領
事
が
同
時
に
存
在
し
た
こ
乏
巴
、
十
三
世
紀
の
中
頃
に
シ
リ
ア
に
派
遣
さ
れ
た
ゼ
ノ
ア
の
総
領
事
が
、
　
o
G
旨
ω
巳
①
ω
日
僧
づ
霞
σ
コ
。
自
宣
ヨ
冒
o
D
智
冨

　
　
o
什
く
8
0
8
8
。
律
。
ω
冨
o
o
σ
目
9
μ
三
と
い
5
二
重
の
称
号
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
G
り
。
ゲ
9
。
昏
。
”
》
創
。
同
憂
H
鋤
胃
。
数
昌
δ
鋤
口
目
。
団
。
昌

　
　
　
　
　
　
一

　
　
降
O
q
O
”
菊
O
〈
目
O
伽
O
費
O
詳
冒
什
O
目
旨
①
菖
O
昌
註
①
什
山
や
一
己
σ
q
害
虫
欧
○
旨
8
言
只
只
臥
P
図
層
く
h
H
押
．
一
◎
。
㊤
①
”
O
．
α
b
。
q
…
①
・
参
照
。
　
こ
の
主
張
は
、
結

　
　
．
局
、
領
事
制
度
の
起
源
に
関
し
て
、
・
o
o
ロ
ω
象
。
ω
置
型
ω
ω
同
を
そ
れ
で
あ
る
と
す
る
説
と
o
o
昌
の
巳
。
ω
色
①
o
㌶
を
そ
れ
で
あ
る
と
す
る
説
の
安
協
を

　
　
は
か
つ
・
た
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
o
o
6
学
9
自
ゲ
血
の
説
に
対
し
て
は
、
つ
ぎ
の
こ
と
が
答
え
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
第
一
に
、
　
o
o
昌
ω
巳
。
ω
鮎
Φ
o
慧
が
商
人
の
自
治
的
な
団
体
組
織
に
も
と
づ
い
て
成
立
し
た
と
す
．
る
こ
と
に
つ
い
て
は
異
論
は
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
6
0
昌
ω
巳
。
ω
．
鉱
o
o
怠
に
限
っ
た
こ
と
で
ば
な
い
。
　
8
昌
の
巳
。
ω
目
δ
忽
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
こ
と
が
い
わ
れ
う
る
。

　
第
二
に
、
ω
o
ず
鋤
ロ
げ
。
が
か
れ
σ
読
の
論
拠
と
し
て
あ
げ
た
二
つ
の
例
は
Y
い
つ
わ
も
充
労
な
弁
明
と
は
な
り
え
な
い
。

’
即
ち
、
第
し
の
例
、
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
に
同
．
時
に
o
o
昌
ω
巳
。
ω
］
B
凶
ω
繊
と
o
o
鄭
ω
巳
O
ω
嘔
。
∩
鉱
と
が
存
在
し
た
こ
と
に
関
し
て
、 し

か
し
、

G
り
。
げ
9
口
び
。

の
根
拠
は
、
結
局
、
ピ
サ
の
法
律
が
ア
レ
キ
サ
ン
層
ド
リ
ア
に
お
け
る
そ
の
二
つ
の
種
類
め
領
事
の
選
任
に
つ
い
て
の
規
定
を
設
け
℃
い
た
、
と
い
う

点
に
あ
る
Q
そ
わ
は
Y
ご
一
八
六
年
の
法
律
b
d
『
①
〈
①
℃
δ
餌
艮
O
o
］
B
ヨ
昼
艮
ω
”
滑
㊤
G
◎
●
の
こ
と
で
あ
る
。
が
、
こ
の
法
律
に
つ
い
て
は
、
ω
o
げ
①
巳
）
o

は
、
か
れ
の
他
の
著
書
の
．
な
か
で
の
べ
て
い
る
Q
即
ち
、
前
掲
の
ω
o
ゲ
9
鐸
σ
ρ
ご
鋤
。
◎
閑
○
昌
の
巳
帥
辟
α
①
ω
］
≦
⑦
o
同
。
ω
貯
℃
静
9
M
ω
．
一
α
刈
I
c
。
．
参
照
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戸

御

「

ノ

論 説

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
法
律
が
そ
の
二
「
つ
の
種
類
の
領
事
の
選
任
に
つ
い
て
規
定
し
た
と
い
弓
こ
と
は
、
そ
の
二
つ
の
種
類
の
領
事
が
、
現
実
に
同

時
に
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
の
証
拠
に
は
竜
り
え
な
い
。
そ
れ
は
、
既
に
設
明
し
た
よ
う
に
、
　
6
0
昌
の
巳
。
属
ρ
ヨ
お
。
。
一
が
い
な
い

揚
合
に
、
　
o
o
昌
ω
巳
。
《
β
巴
①
o
江
を
選
挙
す
る
必
要
の
た
め
な
の
で
あ
る
つ

　
第
二
の
例
、
十
三
世
紀
に
、
シ
リ
ア
に
お
け
る
ゼ
ノ
ア
の
総
領
事
が
、
　
〈
ド
①
o
o
ヨ
詳
。
ω
』
8
口
ω
巳
。
の
と
の
二
つ
の
称
号
を
有
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
も
、
同
様
に
充
分
な
理
由
で
は
な
い
。
・
そ
れ
も
、
既
に
読
重
し
た
よ
う
に
、
‘
＜
断
o
o
o
ヨ
詳
。
ω
と
い
う
名
称
が
、
後
に
o
o
超
ω
巳
①
ω
と
改
め

ら
れ
た
そ
の
過
渡
期
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
に
二
つ
の
名
称
が
併
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。
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